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1 募集人員

募 集 人 員

専攻・課程 コース名 一般選抜 社会人特府選抜

第1回 第2回 第1回

動物医科学コース

家畜生産科学コース

畜産科学専攻
環境生態学コース

食品科学コース 48人 若干人 若干人
博士前期課程

農業経済学コース

農業環境工学コース

植物生産科学コース

※ 畜産科学専攻としての募集人員であり，コース毎の定員はありません。

※ コースの概要，担当教員については8ページ以降を参照ください。

第2回

若干人

※第2回については，第1回の実施結果によっては募集を行わないコースがある場合があります。

詳細は10月中旬頃に本学ホームページでお知らせします。

2 出願資格・要件
(1）一般選抜（外国人留学生含む）

次の①～⑪のいずれかに該当する者

① 大学を卒業した者又は平成31年3月までに卒業見込みの者

②学校教育法第104条第4項の規定により大学評価・学位授与機構から学士の学位を授与された者又は平

成31年3月までに授与される見込みの者

③外国において，学校教育における 16年の課程を修了した者又は平成31年3月までに修了見込みの者

④外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより，当該外国の学校教

育における 16年の課程を修了した者又は平成31年3月までに修了見込みの者

⑤我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16年の課程を修了した

とされるものに限る）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設で

あって，文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者又は平成31年3月までに修了見込みの者

⑥外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は闘

係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定す

るものに限る）において，修業年限が3年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教

育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教

育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを

含む）により，学土の学位に相当する学位を授与された者及び平成31年3月までに授与される見込みの者

【注1】
⑦専修学校の専門課程（修業年限が4年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすもの

に限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者又は平成31年3

月までに修了見込みの者

⑧文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第5号）
⑨大学に3年以上在学し，又は外国において学校教育における 15年の課程，外国の学校が行う通信教育に

おける授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における 15年の課程若しくは

我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 15年の課程を修了したと

されるものに限る）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であっ

て，文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了し，本学大学院において，所定の単位を優れた成績を

もって修得したものと認めた者【注2】
⑩学校教育法第102条第2項の規定により他の大学の大学院に入学した者であって，本学の大学院におい

て，その教育を受けるにふさわしい学力があると認めた者【注2】
⑪本学大学院において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で， 22歳に達した者【注2】
【注1】：大学卒業まで16年に満たない国の大学卒業（見込み）者で，出願資格⑥に該当しない場合は，出
願資格⑪の個別の入学資格審査が必要となります。

【注2】出願資格⑨，⑩，⑪により出願する者については，出願資格の認定が必要ですので， 3ページの『3
出願資格の認定（書類審査）」を参照してください。
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(2）社会人特別選抜（外国人留学生含む）

次の①及E胞に該当する者
①平成31年3月までに， 2年以上の社会経験（研究機関，教育機関，行政機関，企業等での勤務及び自営

業，主婦等の経験）を有する者

②次のi～ixのいずれかに該当する者
i 平成29年3月以前に大学を卒業した者
量 平成29年3月以前に学校教育法第104条第4項の規定により大学評価・学位授与機構から学士の学位

を授与された者

温 平成29年3月以前に外国において，学校教育における 16年の課程を修了した者

iv 平成29年3月以前に外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が固において履修することによ

り，当該外国の学校教育における 16年の課程を修了した者

v 平成29年3月以前に我が固において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における

16年の課程を修了したとされるものに限る）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって，文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者

vi 平成29年3月以前に外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，

当該外国の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文

部科学大臣が別に指定するものに限る）において，修業年限が3年以上である課程を修了すること（当

該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了す

ること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたもの

において課程を修了することを含む）により，学士の学位に相当する学位を授与された者【注1】
v量平成29年3月以前に専修学校の専門課程（修業年限が4年以上であることその他の文部科学大臣が定
める基準を満たすものに限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者

v量文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第5号）

ix 本学大学院において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め
た者で22歳に達した者【注2】

【注1】 大学卒業まで 16年に満たない固の太学卒業者で，出願資格②viに該当しない場合は，出願資
格②IXの個別の入学資格審査が必要となります。

【注2】 出願資格②IXにより出願する者については，出願資格の認定が必要ですので， 3ページの「3
出願資格の認定（書類審査）」を参照してください。
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3 出願資格の毘定（書類審査） （該当者のみ）
一般選抜の出願資格⑨，⑩，⑪及び社会人特別選抜の出願資格②ixで出願しようとする者は，出願に先立つ

て出願資格審査を行いますので，出願資格の区分に応じて提出書類を提出期限までに提出してください。

なお，郵送の場合は必ず書留速達としてください。

一般選抜
(1）出願資格認定申請書※

出願資格⑨
(2）在学証明書又は卒業証明書

(3）成績証明書（履修状況を証明する書類）

一般選抜
(1）出願資格認定申請書※

提出
出願資格⑩

(2）学部の成績証明書（履修状況を証明する書類）

書類 (3）大学院の在学証明書

一般選抜 (1）出願資格認定申請書※

出願資格⑪ (2）最終学歴の卒業（修了）証明書

… (3）成績証明書（履修状況を証明する書類）
社会人特別選抜 (4）研究歴証明書（研究期間，研究内容院必ず記斡
出願資格②ix (5）研究成果資料

提出期限
一般選抜・社会人特別選抜（第l回） ：平成30年 7月513 （木）

一般選抜・社会人特別選抜（第2回） ：平成30年11月613 （火）

提出・問合せ先
干 0808555 帯広市稲田町西2線 11番地

帯広畜産大学入試・教務課入学試験係

※ 出願資格認定申請書の様式は，本学ホームページに掲載しています。

帯広畜産大学入試情報抽内WW.Ob出ro.ac.io/-nvusbi/index.h1ml

上記ワェブサイト内の「大学院入試」をご覧ください。

4 障がい等のある志願者との事前相醸
本学に入学を志願する者で，障がい等のある者については，受験上及び修学上特別な配慮を必要とすること

がありますので，下記の期限までに事前相談を行ってください（日常生活において，ごく普通に使用されてい

る補聴器，松葉杖，車椅子等を使用して受験する場合も試験場設定や他の特別な配慮との関係から必ず事前に

相談してください）。

(1）事前相談書※

提出書類 (2）医師の診断書

(3）その他障がいの状況がわかる書類（障害者手帳の写し等）

提出期限
一般選抜・社会人特別選抜（第1回）・平成30年 7月初日（金）

一般選抜・社会人特別選抜（第2回） ・平成30年 11月22日（木）

提出・問合せ先
帯広畜産大学入試・教務課入学試験係

干 080-8555 帯広市稲田町西2線 11番地

※事前相談書の様式は，本学ホームページに掲載しています。

帯広畜産大学入試情報 h出向ww.o凶凶叫が唱団bi/index.h1ml

上記ワェブサイト内の「障がいのある志願者との事前相談」をご覧くださし、。
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5 出願手続
(1）出願書類等（一般選抜・社会人特別選抜）

出願書類等
一般 担会人

摘 要
遺抜 特E旧聾抜

＊印欄以外の所定の欄はすべて記入してください。

入学志願票
写真（縦4四横3咽）は，出願前3か月以内に撮影した

1 受験票 。。上半身・無帽・正面向きのもので，裏面に志望コース名・
写真票

氏名を記入の上，写真票の所定の欄に貼ってください（受

験時に眼鏡を使用する者は，必ず眼鏡を着用して撮影した

ものにしてください）。

検定料（30,000円）を払い込み後，出願書績の所定の場

検定料の「振樹ム込受 所に貼って提出してください。

2 
付証明書（お客さま 該当者 該当者 納入方法は， 5ベージの（2）を参照してください。
用）」 （日附印が押印 のみ のみ ※国費外国人留学生は，検定料は納付不要ですので， 「固

されたもの） 費外国人留学生証明書」（在学している大学が発行した

もの。写しでも可。）を提出して〈ださい。

3 研究計画書 。。大学慌において行おうとする研究内容を記載してくださ
い。作成要領は5ページの（3）を参照してください。

4 
卒業証明書又は 該当者 該当者 ※本学の卒業（見込）者及び国費外国人留学生は提出不要

卒業見込証明書 のみ のみ ※一般選抜の出願資格⑨で出願する者は「在学証明書」

5 成績証明書
該当者 該当者 厳封したものを提出してください。

のみ のみ ※本学の卒業（見込）者及び国費外国人留学生は提出不要

6 
あ て 名 票 。。本学所定の用紙に郵便番号・住所・氏名を明記したもの
（合格通知書送付用） を提出してください。

本学所定の封筒（小）に郵便番号・住所・氏名を明記し362

7 受験票送付用封筒 。。円分の切手を貼ったものを提出してください
※入学試験係に受験票を直接取りに来る場合は氏名のみ

を記載し，切手を貼る必要はありません。

以下のうち，いずれか一つの原本を提出してください。

TOE IC公式認定証，
平成28年4月1日以降に受験したものに限りますロ（原本

TOE礼公式スコアレポ 該当者
は受験票出す時に返却します。）

8 
ート， IELTS成績証明 のみ

• TOEIC凶R公式認定証（650点以上）（叩IEIGIPも可）

書
・TOEFL iBTスコアレポート（67点以上）

• I乱TSAcademic moduleの成績証明書（5.5以上）
※英語筆記試験の免除希望者のみ提出

住民票の写し又は 外国人 外国人
住民票の写しの場合は，出願締切日から 6か月以内に発

9 
在留カードの写し のみ のみ

行されたもので，在留資格，在留期聞が記入されているも

のを提出してください。

10 推 薦 書 ／ 。勤務先所属長の推薦書又は従事していた勤務先所属長の推薦書若しくは自己推薦書を提出してください。

11 業績報告書 ／ 。研究論文，技術報告書，特許，実用新案，卒業研究報告書等，本人の業績又は業務内容を示すもの。

注： 出願書類のうち英語以外の外国語で発行された書類については，日本語訳を添付してください。
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(2）検定料の納入方法

本学所定の払込取扱票により，払込期間内に最寄りの郵便局・ゅうちょ鮒刊も払い込んでください。

なお，郵便局・ゅうちょ樹子の窓口取扱いは通常平日は16時まで，土・日曜日及び祝日は休業ですのでご

注意ください。

検定料弘込期間

区 分 払 込 期 間

一般選抜・社会人特別選抜（第1回） 平脚0年 7月6日（鉛～宅嗣0年 7月20日幽

一般選抜・社会人特別選抜（第2回） 王民劇昨11月12日臼）～平曲。年11月22日休）

注1: 受理した検定料は返還できません。ただし，次の場合に限り，申出により検定料相当額を返還し

ます。

ア）出願しなかった場合

イ）出願書類が受理されなかった場合

ワ）三重に払い込んだ場合

※返還に関する問い合わせ先 帯広畜産大学入試・教務課入学試験係 1kL0155 49 5321 

注2: 検定料が払い込まれていない場合や「振替払込受付証明書」に郵便局・ゅうちょ樹Tの日附印
が押印されていない場合は出願を受理できません。

(3）研究計画書の作成要領

大学院で実施する研賓について．主指導を希望する教員と必ず連絡を取って相醸の上作成して〈ださい。

日本語の場合は1,000字以内，英語の場合はM版用紙でl枚以内とします。
研究計画書には以下の3つの内容を明確に記すこと。

1.研究の背景と目的（詳細に記すこと）

2 研究の方法概略（技法等の詳細な記述は必要なく，研究全体の流れを簡潔に記すこと）

3. 予想される研究結果（詳細な記述は，必要なく，研究目的に沿って簡潔に記すこと）

研究計画書の様式は，本学ホームページに掲載しています。

帯広畜産大学入試情報 h出：／／www.ob岨凶叫.i断咽刊shi/ind阻 h回1

上記ワェプサイト内の「大学院入試jのページをご覧ください。

(4）出願方法及び出願期間

出願書類は，一括して本学所定の封筒（大）若しくは角型2号の封筒に入れ，持参又は郵送してください。
①持参の場合

受付時間は， 8時30分から 17時までとします。ただし，土・日曜日及び祝日を除きます。

②郵送の場合
必ず「書留速達」扱いとしてください。出願期間最終日の17時必着とします。

なお，出願期限後に到着した出願書類等は受理しないので，郵便事情等を考慮して余裕を持って発送

してください。

区 分

一般選抜・社会人特別選抜（第l回）

一般選抜・社会人特別選抜（第2回）

(5）出願書類等の提出先

帯広畜産大学入試・教務課入学試験係

干 080-8555 帯広市稲田町西2線11番地

出 願 期 間

平崩O年 7月 13日幽～平成30年 7月20日（~

主R脚昨11月19日印）～平出O年11月22日休）

なお，出願書類等は，返還することができません。
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6 入学者遺抜方法
(1）一般選抜

学力検査，面接（研究計画書及び成績証明書の内容を考慮します）を総合して行います。

科目名 配点 内容等

共通問題（日本人は英文和訳，外国人は英文要約）

※ ただし， TOEIC凶RσOEIC-IPを含む）650点以上， TOEFLi町 67

英語 100点 点以上， IELTS5. 5以上のスコア票又は公式認定証（平成28年4月l
日以降に受験したものに限る）を提出した者は英語の試験を免除し，

得点は本学の定める基準により 80～100点で換算します。
共通問題（資料を提示し，論述を課すもの）及びコース別問題（各コー

小論文 200点
スの基礎知識に関する用語説明を課すもの）をあわせて出題します。

面接 100点 コース毎に，複数の面接官による個人面接を実施します。

(2）社会人特別選抜

面接 C推薦書，研究計画書，成績証明書及び業績報告書の内容を考慮します）により行います。

科目名 ｜ 阻点 ｜ 内容等

面接 100点 コース毎に，複数の面接官による個人面接を実施します。

7 試験期目及び鼠験場
(1）平成31年度4月入学（第 l回）
①一般選抜

実 施 期 日 科 目 等 時 問 試 験 場

論 文 10:30～12:00 
平成30年8月21日伏〉 帯広畜産大学

英 語 13:00～14:30 

平成30年8月22日ω。 面 接 g:oo～ 帯広畜産大学

②社会人特別選抜

実施期日 科目等 時 問 試験場

平成30年間2日制 ｜面 接｜ g:oo～ ｜ 帯広畜産大学

※平成30年8月20日（月） 10時から試験場案内図を受験者入口徽合研究棟I号館入口）に掲示します

が，試験室内に入ることはできません。

(2）平成31年度4月入学（第2回）

①一般選抜

実 施 期 日 科 目 等

論 文

平成30年12月15日 （却

英 語

平成30年12月16日（日） 面 接

②社会人特別選抜

実施期日 科目等

.lJl1成初年12月16日（日） 面 接

時 問

10.30～12.。。

13:00～14:30 

9 00～ 

時 間

9 00～ 

試 験 場

帯広畜産大学

帯広畜産大学

試験場

帯広畜産大学

※ 平成30年 12月 14日（金） 10時から試験場案内図を受験者入口（総合研究棟I号館入口）に掲示しま

すが，試験室内に入ることはできません。
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8 合格発表
(1）下記により合格者の受験番号を発表します。

区 分 発 表 日 時 場 所

一般選抜・社会人特別選抜（第1回） 平成30年 8月28日（火） 10:00 本学総合研究棟I号館玄関
及び本学ホームベージ

一般選抜・社会人特別選抜（第2回） 平成30年12月25日（火） 10:00 http: //www. obihiro. ac. jp/ 

(2）合格者で本学に在学する者には，受験票と引き換えに合格通知書及び入学手続きに必要な書類を入試・教務

課入学試験係で交付します。その他の合格者には郵送します。

(3）電話等による合否に関する問い合わせには，応じられません。

9 入学手続
(1）入学手続期間

区 分 手 続 期 間

一般選抜・社会人特別選抜（第1回）

平成31年1月7日明）～平成31年1月15日 0k!
一般選抜・社会人特別選抜（第2回）

※最終日 17時必着

(2）入学料 282,000円

(3）その他の経費

学生教育研究災害傷害保険料等（正課・課外活動中における不慮の災害事故による学生の傷害に対する救済

措置） 2,470円
「一一一一一一

授業料について（参考）

前期分 267,900円後期分 267,900円

※上記の納付金は現行額であり，入学時及t腔学中に学生納付金の改定が行われた
場合には，改定時から新たな納付金が適用されます。

※納入期限は，前期分が4月末日，後期分については10月末日です。

10 個人情報の取扱いについて
(1）本学が保有する個人情報は， 「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律j等の法令を遵守す

るとともに， I国立大学法人帯広畜産大学保有個人情報管理規程jに基づき，保護に万全を期しています。
(2）出願時にお知らせいただいた氏名，住所等の個人情報については，入学者選抜，合格発表，入学手続，入学

者選抜方法等における調査・研究及びこれらに付随する業務を行うために利用します。

(3）入学者選抜で得られた試験成績の個人情報は，入学者選抜及び入学者選抜方法等における調査・研究を行う

ために利用します。

(4）上記（2）及び（3）の個人情報のうち，合格者のみ，入学後の教務関係（修学指導等），学生支援関係（奨学金

申請・授業料免除申請等）に関する業務及びこれらに付随する業務を行うために利用します。なお，合格者に

は入学手続時に改めてお知らせします。



－　－8

帯広畜産大学大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博士前期課程）案内

本学のミッションは，知の創造と実践によって実学の学風を発展させ， 「食を支え，くらしを守

る」人材の育成を通じて，地域および国際社会へ貢献することです。

このような理念・目標のもとに，教育ポリシー（方針）を以下のように定めています。

1 大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博士前期課程）の教育ポリシー（方針）

07t:ミッションポリシー（入学者畏入方針）
帯広畜産大学大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博士前期課程）では， 「食の安全確保」をはじめとする農畜

産学に関する課蹴準決能力と幅広い見識を備えた人材を育成するため，以下のような人を学生として求めていま

す。そのために，入学試験では専門と語学に関する筆記試験と研究計画・能力を評価する口述試験を実施します。

1.国際的な視野を持って行動でき，農畜産学に関する高度専門職業人を目指す人

2.各コースの特定分野に闘する学土誤程までの基礎知識と基本的技術を身につけている人

3.各コースで自ら研究計画を立案できる基礎的知識・技術を身につけている人

4.獣医・農畜産融合の視点から，食の安全確保・生産性向上・環境保全に関する課題に高い関心を持ち，そ

れらの課題解決に積極的に取り組みたい人

0ディプロマポリシー（単位捜与方針）
帯広畜産大学大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博士前期課程）では，教育課程で定められた授業科目を履修

して所定の修了要件単位を修得し，動物医科学，家畜生産科学，環境生態学，食品科学，農業経祷学，農業環境

工学，植物生産科学等の農畜産学分野及びその学際分野における最新の知識と技術を駆使し， 「食の安全確保」

をはじめとする農畜産学に関する問題解決型の高度な研究能力と幅広い見識を備え，以下の能力を身につけた人

に学位を授与します。

1.倫理観：社会通念上や専門家として相応しい倫理観，道徳観を身につけている人

2.課題設定・解決力：グローノ勺レ化を背最とした生命・食料・環境の分野の課題を自ら設定し，それに対す

る解決能力を身につけている人

3.表現力・コミュニケーション能力：国際感覚を備えた思考・判断の過程を説明するために必要なプレゼン

テーション能力を身につけている人

4.専門的知識・技術：獣医・農畜産融合の視点から，本専攻に配置された各コースに関する高度専門職業人

としての知識と技術を身につけている，または同コースの課題に関する研究者としての基礎的な能力を身に

つけている人

0カリキュラムポリシー（教育隈程個成方針）
帯広畜産大学大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博士前期課程）ディプロマポリシーに掲げた知識・技能等を

修得させるために，以下の点に配慮して教育を行います。

1.倫理観の養成：eーラーニング等を用いた，倫理観を養成する科目を配置します。
2.課題設定・解決能力の養成：アクティプラーニングを用いた，論理的思考能力を磨き，食の安全確保・生

産性向上・環境保全に関する課題設定・解決能力を養成する科目；を配置します。

3.国際感覚を備えた実践力の養成：グローパノレ社会で活躍するための英語力を修得するため，英語によるプ

レゼンテーション能力や論文作成能力を高める科目を配置するとともに，身につけた表現力・コミュニケー

ション能力を実践するためのインターンシップ，海外演習，研究発表に闘する科目を配置します。

4.豊かな教養と幅広い学術基盤の形成：豊かな教養を身につけるための共通教養科目及び高度な専門性を修

得するための専攻コア科目を配置するとともに，専門性の高い知識を分野横断的に修得するために，他コー

ス専門科目を選択科固として配置します。

． 
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2 各コースの教育ポリシー（方針）

園出物物医科学コース｜

O養成する人材像
獣医師養成以外の学士課程を卒業した学生を受け入れ，基礎生物学や農畜産学の知識を基に，基礎動物医科学，

動物病態学，動物感染症学，病因制御学，さらに動物臨床科学に関する知識を提供し，動物に関する様々な知識

を社会に還元できる高度専門職業人を養成する。

0アドミッションポリシー（入学者受入方針）
以下のような人材を求めます。

1.基礎動物医科学，動物病態学，動物感染症学，病因制御学，動物臨床科学に関する高度な知識及び技術及

び研究能力を身につけ，動物医科学的観点から社会への貢献を目指す人

2.基礎生物学や農畜産学に関する学士課程までの基礎知識と基本的技術を身につけている人

3.基礎生物学に関する基礎的知識と基本的技術を踏まえて，動物医科学分野で自ら研究計画を立案できる人

4.基礎生物学や農畜産学の諸問題について，知識や情報をもとにして，筋道を立てて考え，その結果を説明

できる入

Oディプロマポリシー｛学位捜与方針）
以下の能力を備えた人に学位を授与します。

1.倫理観動物医科学の知識や社会活動に対する深い理解に基づいた倫理観・道徳観を身につけている人

2.課題設定・角献カ動物医科学分野における課題を自ら設定し，それに対する解決能力を身につけている

人

3.表現力・コミュニケーション能力他者の思想や意見を尊重した上で，動物医科学分野について，自身の

，思想や意見を的確に表現し，意見を交わすためのプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力を身に

つけている人

4.専門的知識・技術：基礎生物学や農畜産学の知識を土台に，基礎動物医科学，動物病態学，動物感染症学，

病因制御学，さらに動物臨床科学等動物医科学に闘する幅広い専門知識とそれを社会において応用，発展さ

せていく能力を身につけている人

0カリキュラムポリシー（教育際種緬成方針）
伴侶動物，産業動物，実験動物，野生動物といった様々な動物を対象として，基礎，病態，感染症，病因制御，

動物臨床科学等闘連の動物医科学に闘する幅広い専門分野を学ぶための科目を配置します。

国軍畜生産科学コース｜

O養成する人材像
家畜をはじめとする動物の生体機能，育種，繁殖，栄養，管理等に関する広範かつ体系的な知識や技術を身に

つけ，畜産・生命科学分野の様々な問題に柔軟に対応できる高度専門職業人，または畜産・生命科学分野の課題

について研究できる基礎的な能力を身に付けた研究者を養成する。

0アドミッションポリシー（入学者受入方針）
以下のような人材を求めます。

1.家畜やその生産管理に闘する高度な知識と技術，研究能力を身につけ，生命科学や畜産学の観点から社会

貢献を目指す人

2.家畜生産科学に関する学士課程までの基礎知識と基本的技術を身につけている人

3.家畜やその生産管理に闘する高度な知識と技術，研究能力を身につけ，家畜生産科学分野で自ら研究計画

を立案できる入

4.家畜やその生産管理に闘する諸問題について，知識や情報をもとにして，筋道を立てて考え，その結果を

説明できる人

Oディプロマポリシー｛学位捜与方針｝
以下の能力を備えた人に学位を授与します。

1.倫理観・家畜生産科学の知識や社会活動に対する深い理解に基づいた倫理観・道徳観を身につけている人

2.課題設定・角献カ・畜産や生命科学分野における課題を自ら設定し，それに対する解決能力を身につけて

いる人

3.表現カ・コミュニケーション能力・他者の思想や意見を尊重した上で，家畜生産科学分野について，自身

の思想や意見を的確に表現し，意見を交わすためのプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力を身

につけている人

4.専門的知識・技術家畜の生理や行動を理解しそれを遺伝的改良や生産性の向上へと繋げる基礎から応用
までの体系的な知識と技術を身につけている人
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0カリキュラムポリシー（教育隈程編成方針）
畜産を従来の生産学的視点だけではなく動物福祉や生態系への配慮等を含めた広い視点で捉え，家畜の生理や

行動を理解しそれを遺伝的改良や生産性の向上へと繋げる基礎から応用までの最新の知識と技術を修得する科目

を配置します。

蝿揖生態学ヨ一刻

。養成する人材像

農畜産環境とそれを取り巻く自然環境に関する広範カνつ体系的な知識を身につけ環境の保全・管理・利用に関

する様々な問題に柔軟に対応できる高度専門職業人，または環境生態学分野の課題について研究できる基礎的な

能力を身に付けた研究者を養成する。

0アドミッションポリシー（入学者受入方針）
以下のようなん材を求めます。

1.農畜産環境及び自然環境の保全と管理に関する幅広い知識，技術及び研究能力を身につけ，生態学的及び

環境科学的観点から社会への貢献を目指す人

2.環境生態学に関する学士課程までの基礎知識と基本的技術を身につけている人

3.農畜産環境及び自然環境の保全と管理の知識，技術及r.rv研究能力を身につけ，環境生態学分野で自ら研究
計画を立案できる人

4.農畜産環境及び自然環境の保全と管理の諸問題について，知識射育報をもとにして，筋道を立てて考え，

その結果を説明できる人

0ディプロマポリシー｛学位損与方針）
以下の能力を備えた人に学位を授与します。

1.倫理観環境生態学の知識や杜会活動に対する深い理解に基づいた倫理観・道徳観を身につけている人

2.課題設定・解決力環境生態学における課題を自ら設定し，それに対する解決能力を身につけている人

3.表現力・コミュニケーション能力他者の思想や意見を尊重した上で，環境生態学分野について自身の思

想や意見を的曜に表現し，意見を交わすためのプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力を身につ

けている人

4.専門的知識・技術環境を構成する様々な生命体の役割と機能，相互作用，及び生態系の保全・管理・利

用に関する包括的かつ体系的な知識と技術を身につけている人

0カリキュラムポリシ－ （教育標程鋼成方針）
農畜産環境とそれを取りまく自然環境を保護から利用まで含めた広し埼見点で捉え，環境を構成する動物，植物，

昆虫，微生物の役割と機能，相互作用，農畜産とのカ功、わり，そして生態系の保全に関する最新の知識を修得す

る科目を配置します。

雇画聖B司
O養成する人材像
農畜産物を原料とした食品の製造・加工及びその機能性・安全性に関する広範かっ最新の知見や技術を提供す

るとともに，演習や研究活動を通した専門教育を行うことにより，食品業界をはじめとしてバイオ産業において

も活躍できる高度専門職業人，または食品科学分野の課題について研究できる基礎的な能力を身に付けた研究者

を養成する。

0アドミッションポリシー（入学者受入方針）
以下のような人材を求めます。

1.農畜産物を原料とした食品の製造・加工及びこれらの機能性・安全性に関する高度な知識及て肢術及び研

究能力を身につけ，食品科学的観点から社会への貢献を目指す人

2.食品科学に関する学士課程までの基礎知識と基本的技術を身につけている人

3.農畜産物の加工・利用に関する高度な技術や食品のもつ様々な機能性に関する知識を踏まえて，食品科学

分野で自ら研究計画を立案できる人

4.食品の製造・加工及びこれらの機能性・安全性の諸問題について，知識や情報をもとにして，筋道を立て

て考え，その結果を説明できる人

Oディプロマポリシー（学位授与方針｝
以下の能力を備えた人に学位を授与します。

1.倫理観食品科学の知識や社会活動に対する深い理解に基づいた倫理観・道徳観を身につけている人

2.課題設定・解決カ食品科学における課題を自ら設定し，それに対する解決能力を身につけている人
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3.表現カ・コミュニケーション能力他者の思想や意見を尊重した上で，食品科学分野について，自身の思

想や意見を的確に表現し，意見を交わすためのプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力を身につ

けている人

4.専門的知識・技術農畜産物の加工・利用及びそれらの機能性・安全性についての高度な知識と技術及び

応用カを身につけている人

0カリキュラムポリシー（教育隈程鏑成方針〕
農畜産物を原料とした食品の製造・加工及びこれらの機能性・安全性に関して，分子レベルから工業生産レベ

ルまでの広範かっ最新の知識と技術を学ぶための科目を配置します。

国l!I経済学コ一刻
。養成する人材像

農業経済を中心とする社会科学的視点から術敵できるような専門教育を行うことにより，フードシステムにお

ける特定課題の解決に向けた実践的方策を提示することができる高度専門職業人，または農業経済学分野の課題

について研究できる基礎的な能力を身に付けた研究者を養成する。

0アドミッションポリシー（入学者受入方針）
以下のような人材を求めます。

1.食料生産・捕直・消費に関わる農業経済学や経営学の幅広い，高度な知識と技術を身につけ，農業経済学

的観点から社会への貢献を目指す人

2.農業経済学に関する学士課程までの基礎知識と基本的技術を身につけている人

3.食料生産・捕直・消費に関わる農業経済学や経営学の基礎的な知識と基本的な技術を踏まえて，農業経済

学分野で自ら研究計画を立案できる人

4.農業経済学及び経営学の諸問題について，知識や情報をもとにして，筋道を立てて考え，その結果を説明

できる入

Oディプロマポリシー（学位授与方針｝
以下の能力を備えた人に学位を授与します。

1.倫理観農業経済学の知識や社会活動に対する深い理解に基づいた倫理観・道徳観を身につけている人

2.課題設定・解決力農業経済学における課題を自ら設定し，それに対する解決能力を身につけている人

3.表現力・コミュニケーション能力他者の思想や意見を尊重した上で，農業経済学分野について，自身の

思想や意見を的確に表現し，意見を交わすためのプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力を身に

つけている人

4.専門的知識・技術地域の資源を利用し，食料の生産性向上や食の安全を支えるための農業経済に関する

高度な知識と技術を身につけている人

0カリキュラムポリシー（敏宵標程鍋成方針）
わが国の食料基地と位置づけられる北海道十勝地域の資源活用と，持続可能な物質循環を踏まえ，食料生産・

流通・消費に関わる経済学や経営学に関する分野の高度な知識と技術を修得させる科目を配置します。

国量集環閣工学コース｜

O養成する人材像
農業環境工学の理論と実践に基づく先進的な農業生産技術と環境保全を両立させるための技術体系に関する専

門教育を行うことにより，農業農村工学分野や農業機械システム学分野で活蹟できる高度職業専門人，または農

業農村工学分野の課題について研究できる基礎的f品告のを身に付けた研究者を養成する。

0アドミッションポリシー（入学者受入方針）
以下のようなん材を求めます。

1.農業工学的素養を基礎として，環境と調和した生産技術改善と地域環境保全の知識を身につけ，農業環境

工学的観点から社会への貢献を目指す人

2.農業環境工学に関する学士課程までの基礎知識と基本的技術を身につけている人

3.生産技術改善と地域環境保全に関する基礎的な知識と基本的な技術を踏まえて，農業環境工学分野で自ら

研究計画を立案できる人

4.農業工学的素養を基礎として生産技術在地域環境の諸問題について，知識や情報をもとにして，筋道を立

てて考え，その結果を説明できる人

Oディプロマポリシー（学位損与方針）
以下の能力を備えた人に学位を授与します。

1.倫理観・農業環境工学の知識や社会活動に対する深い理解に基づいた倫理観・道徳観を身につけている人
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2.課題設定・解決力農業環境工学における課題を自ら設定し，それに対する解決能力を身につけている人

3.表現カ・コミュニケーション能力他者の思想や意見を尊重した上で，農業環境工学分野について自身の

思想や意見を的確に表現し，意見を交わすためのプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力を身に

つけている人

4.専門的知識・技術地域の資源を利用し，食料の生産性向上を支えるための生産技術や環境制御に関する

高度な知識と技術を身につけている人

0カリキュラムポリ~（教育陳程縄成方針｝
わが国の食料基地と位置づけられる北海道十勝地域の資源を活用し，持続可能な物質循環や地域資源を踏まえ，

機械的・生物学的手法や土木技術手法による食料生産環境の改善に関する分野の高度な知識と技術を修得させる

科目を配置します。

植物生産科学コース｜

O聾成する人材像
作物生産を支える土壌管理から畑作物と飼料作物の育種と栽培，病害虫管理及び草地利用までについて，ラボ

ワークでの基礎からフィールドワークでの実証に至る専門教育を行うことにより，農畜産業の基盤づくりを担え

る高度専門職業人，または植物生産科学分野の課題について研究できる基礎的t~fillめを身に付けた研究者を養成
する。

0アドミッションポリシー（入学者受入方針）
以下のようなん材を求めます。

1.植物の生理，生態，遺伝や土壌に関する高度な知識をもとにした植物生産の量的・質的向上の高度な知識

及t肢術及E矧究能力を身につけ，植物生産科学的観点から社会への貢献を目指す人
2.植物生産科学に関する学士課程までの基礎知識と基本的技術を身につけている人

3.栽培植物の改良や生産と土壌及明丙害虫に関する知識や技術を踏まえて，植物生産科学分野で自ら研究計

画を立案できる人

4.植物生産の量的・質的向上の諸問題について，知識や情報をもとにして，筋道を立てて考え，その結果を

説明できる人

0ディプロマポリシー C単位損与方針）
以下の能力を備えた人に学位を授与します。

1.倫理観：植物生産科学の知識や牡会活動に対する深い理解に基づいた倫理観・道徳観を身につけている人

2.課題設定・解決力：植物生産科学における課題を自ら設定し，それに対する解決能力を身につけている人

3.表現力・コミュニケーション能力：他者の思想や意見を尊重した上で，植物生産科学分野について，自身

の思想や意見を的確に表現し，意見を交わすためのプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力を身

につけている人

4.専門的知識・技術：地域の資源を利用し》食料の生産弛向上を支えるための食料生産原理や生産技術に関

する高度な知識と技術を身につけている人

0カリキュラムポリシー（敏育標程鍋成方針）
わが国の食料基地と位置づけられる北海道十勝地域の資源を活用し，持続可能な物質循環や地域資源を踏まえ，

植物の生理生態」遺伝や土壌に関する高度な知識をもとにした植物生産の量的・質的向上に関する分野の高度

な知識と技術を修得させる科目を配置します。

3 畜産衛生学位プログラムについて
畜産衛生学位プログラムとは，農作物・食品等の国境を越えた流通拡大を背景として企業等に求められてい

る国際安全衛生基準の取得・維持に対応できるん材を育成するため，本学がこれまで旧畜産衛生学専攻におい

て実践してきた「食の安全確保」に関する高度な専門教育を，全コースの学生が履修可能な学位プログラムと

して発展させたものです。

このプログラムでは，農畜産物をはじめとする食の安全衛生に関するマネジメントシステム等の専門教育を

国際基準に適応した実習環境において行うことにより，優れた実践力及び応用カを身につけた畜産衛生の専門

家を養成します。

本プログラム受講者は，博士前期課程の共通必修科目，共通選択科目を履修の上，プログラム必修科目・選

択必修科目・「畜産衛生課題断究」 （企業等研修）ないし所属コースの「特別研究E」を履修する必要があり

ます。

注1：「畜産衛生課題研究」 (4単位）とは，修士論文に代わり， 6週間以上の企業研修等を通じて課題研究

を行うものです。本プログラム受講者で修士論文を作成する場合は，所属コースの「特別研究E」 (4 

単位）を履修します。
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注2：本プログラム受講者は， l年次終了時に修土（農学）または修士（畜産衛生学）の学位選択を行います。

国首産衛生単位プログラ~
0養成する人材像
出CCPシステム専門家教育，六次産業化を目指した菊t加工技術の開発・製品開発に関する教育を実践的かっ体
系的に行うことで，食品占安全マネジメントシステムに関する知識及び技術を修得し，企業等と連携して，その知

識・技術を現場九応用できる人材を育成する。

Oディプロマポリシー C学位鰻与方針）
以下の能力を備えた人に学位を授与します。

畜産物をはじめとする食品の国際安全衛生基準での衛生管理・品質保証に関する高度かっ総合的な知識と技術

を有し，優れた実践力及v:.応用力を身につけている人
0カリキュラムポリシ－ （教育隈程鏑成方針）
国際安全衛生基準の食品安全マネジメントシステムに関する知識及び技術を実践的かっ体系的に学ぶ授業科目

を配置します。さらに企業等と連携し，それらの知識・技術の現揚への応用を目指す演習科目を配置します。

4 隈程の修了及び学位の授与
本学大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博士前期課程）に2年以上在学して所定の単位（通常のコースの場

合は30単位以上，畜産衛生学位プログラムの場合は32単位以上）を修得し，かっ，必要な研究指導を受けた

上，修士論文又は成果報告の審査及び関連科目の最終試験に合格した者を課程の修了者とし，コースに応じて

下記の学位を授与します。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者については，研究科に1年以

上在学すれば足りるものとします。

専 攻 名 コース名 学 位

動物医科学コース 修士（動物医科学）または修士（畜産衛生学）※

家畜生産科学コース

環境生態学コース

畜産科学専攻 食品科学コース
修士（農学）または修士（畜産衛生学）※

農業経済学コース

農業環境工学コース

植物生産科学コース

※修土（畜産衛生学）については畜産衛生学位プログラムの修了者のみ選択可

5 社会人の受入れについて
本学大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博士前期課程）では，大学等を卒業し企業や官公庁，教育現場など

で活躍しながら，さらに高度な学識や技術を習得するために大学院へ進学しようとする社会人を受け入れるた

めに，社会人特別選抜の制度を設けていますロ社会人特別選抜では，一般選抜の学力検査に代えて，面接と書

類審査によって社会人としての実績や資質，研究への意欲に重点を置いた選抜を行います。

なお，出願に際しては入学後の研究内容や履修方法などについて，主指導を希望する教員とあらかじめ協議

してください。

6 長期庖修制度について
長期履修制度は，職業を有するなどの事情により，標準穆業年限を越えた一定の期間（4年以内）で計画的

に教育課程を履修し課程を修了したい方に，標準修業年限の学費で，その長期の計画的な履修を認めるもので

す。

長期履修を希望する方は，あらかじめ主指導を希望する教員と相談の上，原則として入学手続き時に申請書

を提出してください。
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7 文学院畜産学研究科博士前期課程畜産科学専攻担当教員一覧

動物医科学コース

名 職名
研 究 分 野

氏
名 称 内 容

五十嵐 慎 教授 獣医寄生虫学 原虫の宿主細胞内寄生機構に関する研究

石井利明 教授 獣医薬理学
脳神経系における生理機能の発現や病態形成における分子機構の

解明

石川 透 教授 獣医生理学
上皮膜輸送に関与するイオンチャネノレおよびトランスポーターの

細胞内調節機構と構造機能漣関

猪熊 書 教授 大動物内科学 大動物の内科疾患の診断法および治療法に関する研究

小川晴子 教授 獣医伝蜘青学 動物ウイルス病についての研究

河津信一郎 教授 獣医寄生虫学
原虫ゲノム・タンパク質機能情報に基づいた新たなワクチン・治療

法の開発

！）水性・陸生動物由来感染症の発生機序，病態，疫学及び診断法に

川本恵子 教授 獣医微生物学 関する研究

2）アレルギー疾患

倉園久生 教授 獣医微生物学 細菌感染症における蛋白毒素の役割

玄 学南 教授 獣医寄生虫病学 原虫感染に対する宿主防御免疫の解析と組換えワクチンの開発

古林与志安 教授 獣医病理学 動物疾患の病理発生機序解明と診断法の確立

佐々木基樹 教授 獣医解剖学 耕量動物の機能形態学

鈴木宏志 教授 実験動物学 発生工学による遺伝子の機能解析及び発生・生殖工学的技術開発

南保泰雄 教授 馬繁殖学 馬の臨床繁殖学，繁殖生物学，生殖内分泌学等に関する研究

西川義文 教授 獣医寄生虫病学 家畜原虫病の疫学調査及びその制御法の確立

古岡秀文 教授 獣医病理学
神経筋疾息のf部理，感染症の病理（動物プリオン病， La席。>nia感染

症等）

松井基純 教授 獣医臨床繁殖学 ウシの卵巣および子宮機能異常による繁殖障害の病態生理の解明

山岸則夫 教授 獣医臨床病理学 牛疾患の病態と診断・治療法

横山直明 教授 獣医寄生虫病学 家畜原虫病の疫学調査及びその制御法の確立

加藤健太郎 准教授 獣医微生物学 原虫の宿主細胞感染の分子機構の解明と新たな抗原虫戦略の確立

久保田 彰 准教授 毒性学 人工化学物質の生体影響と作用機序に関する研究

外科学，腫蕩学，
低侵蜘主の外科処置に関する研究，悪性黒色腫の腫湯関連抗原の発

富張瑞樹 准教授 分子生物学，
現性に関する研究，肥満糊包腫の遺伝的素因に関する研究

免疫学

康井豊子 准教授 獣医公衆衛生学
病原細菌（食品有害細菌，人獣共通感染症起因細菌）に関する細胞

分子生物学的研究備原性発現機序宅診断・検出法の開発）

福本晋也 准教授 獣医寄生虫学 ベクターにおける病原体感染成立機構

松本高太郎 准教授 獣医内科学 大動物の感染症の診断および治療に関する研究

室井喜景 准教授 薬理学 動物の本能行動を司る神経機構の解明

山崎栄樹 准教授 食品衛生学 食品有害微生物検査法の構築

茅野光範 講師 生物統計学 医学，農学に関する統計学と応用研究

豊留孝仁 講師 獣医真菌学 真菌症，マイコトキシン中毒，食品真菌学
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家畜生産科学コース

氏 名

口田圭吾

手塚雅文

西田武弘

宮本明夫

Acosta Ayala To阻 S

Javier 

川島千帆

瀬尾哲也

萩谷功一

花田 E 明

環境生態学コース

氏 名

押田龍夫

熊野了州

橋本 靖

食品科学コース

氏 名

浦島 匡

大和田琢二

小固有三

木下幹朗

小嶋道之

島田苗ト郎

福島道広

山内宏昭

得字圭彦

中村正

韓圭鋪

福田健二

職名

教授

教授

教授

教授

准教授

准樹費

准教授

准教授

准総量

職名

教授

准教授

准教授

職名

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

准教授

准教授

准教授

准教授

名 称

家畜育種学

生殖生理学

家畜飼養学

家畜繁殖学

家畜生産学・

家畜防疫学

家畜栄養学・

繁殖学

家畜行動学・

アニマノレウエノレ

フェア

家畜育種学

草地利用学

名 称

野生動物学

昆虫生態学

菌類生態学

名称

割嶋能科学

応用微生物学

微生物利用学

食品機能学

生物化学

食肉科学

栄養生化学

食品工学

分子生物学

酪農科学

食品科学

食品科学

研 究 分 野

内 容

肉用牛の客観的評価帽をベースとした統計遺伝学

家畜の卵巣生理、卵子成熟、受精、区噴生に関する研究

反4自家畜の栄養生理および飼料評価
受胎性に関わる免疫機能．精子・初期lffiと母体の生殖器官のクロス

トーク

家畜防疫学・現場における牛生産性効率の向上

周産期の栄養代謝状態と繁殖機能に関する研究

掛長期の母体と胎子の栄養代謝に関する研究

家畜の行動およびアニマノレウェルフェアに関する研究

量的遺伝学を基礎とした乳用牛の遺伝的改良

草類・農勘日工副産物などの地域飼料資源からの家畜生産の生産効

率改善ならびに持続性向上についての教育・研究

研 究 分 野

内 容

晴乳類の生種学および系統地理学的研究

昆虫の行動生態学および個体群生態学

森林や農地における植物に共生するカピ・きのこ類の生態学的研究

研究分野

内容

乳事日製品の機能性人乳酸菌の役割

植物と微生物の共生に関する研究

農畜産物の微生物変換に関する研究

食品成分中における機能性脂質の生化学的研究

生物機艇に影響を及ぼす成分の構造および作用機序の解析

食肉科学に関する応凋研究

栄養生化学およびその分子生物学に関する理論と応用

農畜産物の高度加工・利用に関する理論と応用

食品・作物の機能性問面と改良

乳の加工・利用に関する応用研究

生物資源の健康機能性に関する研究

乳タンパク質および乳駿菌の機能性に関する研究
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農業経済学コース

氏 名 職名
研 究 分 野

名 称 内 容

美 興起 教授 統計学 統計データ解析・地域経済の統計分析・農業経済の統計分析

耕野拓ー 教授 農業経済学 経済疫学，開発経済学，畜産開発と貧困削減

志賀永一 教授 農業経済学 地域農業における大規模経営体の行動論理に関する研究

仙北谷 康 教授 農業経済学
農場における衛生管理高度化の経済分析・農産物流通の比較構造元

祈

農業環境工学コース

名 職名
研 究 分 野

氏
名 称 内 容

梅津一孝 教授 生物資源工学
畜産におけるエネノレギー及び窒素循環の構築を目的とした両度エ

ネノレギ一変換発酵法ならびに窒素化合物の利用法開発

岸本 正 教授 農業機械学
1）農用車両走行装置の動力学的特性の解析

2）家畜ふん尿の土壌還元技術に関する研究

佐藤禎稔 教授
農業機械学・ 1）大規模農業における農作業システム工学に関する研究

農業情報学 2）スマート農業・農業ロボットに関する研究

辻 修 教授 農地保全学
1）寒冷地における土壌浸食防止

2)GISを用いた耕地防風淋に関する研究

宗岡寿美 教授 農業農村工学
1）農林地流域の河川水質環境と土生断lj用評価

2）斜面の保全と緑化工技術の応用

官竹史仁 准教授
生物資源循環工

糊巴化およびパイオマス資源循環に関する理論と技術
学

植物生産科学コース

氏 名 職名
研 究 分 野

名 称 内 容

加藤清明 教授 植物分子育種学 植物育種における分子的基礎と応用

小池正徳 教授 昆虫病理学 昆虫寄生性菌類による生物的防除

谷 昌幸 教授 土壌学 農耕地における土棚限度の評価と改善に関する研究

平回目弘 教授
牧野生態学・ 1）乾燥地での牧野生態系と環境保全の研究

文化人類学 2）乾燥地での牧畜生業と乳文化論の研究

三浦秀穂 教授
植物遺伝・

ムギ類及びマメ類の適応性と品質に関する教育研究
育種学

秋本正博 准教授 作物学 食用作物、および飼料作物の栽培法の改善

大西一光 准教授 植物育種学 作物の量的形質に関する遺伝育種学的研究
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m閥均町田Uege.[No恒2]

N帥 1:In加百組皿a同事lka醐 from回IUD白畑inwhich量佃kesl闇也皿16y師団佃回mp馳 formaledu回岨皿佃

也e凹 iver世史flevel who don't岨白骨四悦da⑥ aboveneed旬d曲 sethep町並唾皿ry副館画。皿叩低温ed

h⑪． 

N雌 2:AP!泊四醐who掴魯令官協由⑨，⑩。r⑪田叫帥refer加‘'3.At地価蜘n伽 Qua!踊叫A(ll:血盟ぽ岨
page2岬．

（勾 Spe伺lSelection伽 M由:ireAppli岨血（臨M時恒国盟組咽l側四包）

To明 1ly伽吐田町同alSel1帥皿伽M瓜:ireApplica凪咽園調宮田！the回凶間血d皿①副②：

① Ap町田＇nwho凶 beenemplo・戸dinei也erap由He町伊i皿H叫 priva旬co坤岨y,ed田副onal世間曲目h凶伽脂，

or has Ix祖国任emplo戸d町aho血emakerfor 2 y国四町四国．

② A岡田n油 omee岨atl臨 toneof世田出血i-ixbelow:

i. τbosewhogr抽血血d田町町福士yor coUege on町beforeMar曲31,2017.

誼 τ'hose材田havebeen awarded a bachelor's degr田 on町befo田Mar曲31,2017臨C四ding佃Article104, S回世間

4of也eSchool Education Law. 

証i τ'hose who回目e田fully回立ipleted16 y間宮offi町田aled田ationabroad岨町befi町eMarch31,2017. 

iv. τ'hose who have他国a削指印佃d四国田町田伽血担0￥町田ased叫 ationalinsti加厄m 血J叩血血d悶 npleted

16 years of formal ec祖国且onon町 beforeMarch31,2017. 

v. τ'hose who have complet詞皿田dergr刈田脂 programon or befo田 March31, 2017 at血 ov間同時曲。d

。dw皿tionalinsti加脂 lo凶edin Ja戸n也ath副 b属国 approvedby也eMinis町 ofEdw回.tion,Cul加re,Sports, 

Sci回国andTechnology, whose g袖 1蹴 S町田：gan:led田havingco町 le陪d16戸田offormal叫 JCa垣皿

vi.τ'hose who have be四回nf開eda degr田句ri¥alent加 abachelor's degree也rougha脂凶ingan o咽醐S

田町田町oro也町ov＇町田描 school(lilni刷旬由。田who田鍋JCation血dre曲師：hactiviti＇田havebe血町al田島d

by p町田園whoha¥e b開nc町姐。dby也e田I町田，（co四甘y’sgov＇町盟問剖 ora問latedinstitution, or h町ebe問
時田恒：lyd国igna凶 bythe Ministry of Ed皿油価，C叫ture,Sports, Sci>血白血dT1田hnology田be也事eq凶四l四t

加問：h）皿dg袖且担d畳間a問 gram由at明凶res3町田悶戸田加compl出（血cl凶田g叫国自宅伽na 
問伊血同1四四回bythe田：lev皿t肝悶師団hoolwhile 耐 nginJapan由roughell蜘鵬le師時間鴨H田

grad国回gfrom a progra血血1plem血出dby血 educ油佃alfacility田阻脳血“ m血血e田Ievar証overse田

cou皿y'sschool“国ati四耶阻叫国間eiv＇“血 edes胆 tionmentioned a加v吟，叩orbefore抽 rch31, 

2017.[No恒 I]

刊. Those who have四宜ipleteda four-y田r町 long町 professionalpro伊血approvedby由eMinis町 ofEd田ation,

C叫加毘，Spor租，Sci回国田dT田hnology,conduc脂dbyav田ationalschool, after the da恒setby the Minis肺 of

Ed国組.on,C叫ture,Spor悩，S白血白血dT＇田hnology,on町beforeMarch31, 2017. 

岨.Those who悶 d田medeligible by the M血is町 ofEd皿油田LC叫加担， Spor也，Sロ回国掴dTechnology (B叫k血

No.5,Mini甜yofl池島組on,1953). 

ix. Those who田 22y国四old恒 ol伽，皿drec泊伊国din也eprelimin町田：lectionby也eObihiro Univ＇師ityof 

Agric叫相周回dVeter色町MeclicineG司＆皿脂School踊 having句 Jal柏町high官邸副田ic剥lity也皿p間四S

泊。眠g叫抽出ofauniv田 ity町田Uege.[No恒2]

N脚 1:In飽m剖加alappliea醐 h園田U由加inwhich量阻凪渇陶s曲阻16y組問帥田直甲住陪fom凶 edw開園岡崎

曲eu曲官唾tylevel who don’t闘世的 cri陣取② viabove n踊組加ch刷融曲epr岨凶naryselecti岨
specified in② ix. 

N臨 2:API雌四血who阻也骨cii島市②E above ne<姐曲四f町佃句.Au血mi皿也mforQual掴edApplic掴由P’
onpage20. 
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3. Au曲。d皿.tionforQ回幽edApplic岨包(Ifappli回.ble)
Tho田 who叩且 applyun伽印刷owingappli回世岨間同ahave加 be田由凶Z泡d田 q田liliedappli白幽 Sub幽低
金x:ume血血低他・lebelowby也e血 dline.Ify叩 send1he doc四回白bymail，町田：gis回ed町田田mail.

G世間alAdmissions 
(I) Appli曲tionfunn伽 q凶ifiedappli田圃副池町包ation・

回国ion⑨
。） Cer姐曲悼of間。llm阻t

。） A回demic佐田町ipt

G世間alAdmissions 
(I) Appli岨包onfonn伽伊alifiedappli岨nt園地側四白血．

国国ion⑬
。） A皿d出国国国聞が

DoCII回目血 。） Cer組問恒of目立ollmeotin 1he gr叫田恒school
旬a晶凶I

G世田宮IAd皿国io田 (I) Applicationfonn伽甲alified叩pli国国a池田ization*

ロt回ion⑪ 。）白拍訓皿／comp凶皿岨幽田島from血elastsc回•Iyou凶副ed

Special Sel白地on宜主 。） Academic tr曲細事t

Ma旬reAppli伺nts (4) R闇個油開組閣脂（including戸 iodof也田皿d匹阻臨由。fyo山田掴凶）

ロt回ion②ix σ）M蜘 ials量田町田闇油Z四郎
τbe1•0由直叫Ad皿issi阻阻dS型民盟ISelection for M蜘 reApplic血ts:

D田dline
Thur叫ay,July 5, 2018 

τbe200G担置叫Ad皿i羽田皿dSp臨ialSelection伽 Ma加周Applie皿ts:

Tuesday Novi坦カ町6,2018

E岨盟問Exa血血組曲O盟国

St止田由旬： 0抽加U町副yofAgric曲田副Vet町田yMedicine

llN曲 2,Inadacho, Ob励。，E雄同ido080-8555, J：司胆

事The ヰ可~li岨旬岨伽m宜主也eau也叩却垣on宜主中d五.edappli田崎isavailable岨 ourwe凶缶at
htゆ：／／www.ob曲 o.田jp／～富山田J/回。sh/ad皿ission/appli四位田／index.b回1

4. Adv：岨碑Co回ultationfor Applic阻旬W抽 PhysicalDi帥出世剖

Appli四曲wi血physi回1di回b血恒国間advised加 C岨皿ItWI血血SEnlr祖国Exa皿ination0盛田by也edeadline below.，田

司即白IC岨siderati岨 mayben即由岨y宜主也記ng也se園minationors旧dying.τbo岨 who国eahe田ngaid, en豆油田，町a

wh田lchair師 alsoadvi田d旬四回出血eEn岡田eE四血血.tionO田町田甲ecial町田伊四回恒剖也e阻阻inationsi回 and

o血er!<郎副四lSll国：yben田園田ry

(I) Appli回世叩 for白血叫帥on•

D町田ner由旬鼠Jbmit
（勾 Medi四IC副畳間同

(3) 0由町d町四四脂血at血ow也何回di世田lSOfdi回hill世間（e.g.a copy of 

也ed凪hilitycerti盟国恒）

τbe I"G田町司lAd皿ission田dSp回国1Selection fi町MatureApplic田恒：

Deadlioe 
Friday, J叫.y20,2018 

τbe2叫 G田町叫Ad皿ission岨dSp田凶Selectionfi町Ma加担Applie阻恒

τ'hur叫ay,Nov•自由町22,2018

E曲園田Exa皿inati皿O盛田

S叫阻.tto: ObihiroUr証明sityofA炉四l.ture置叫Veter恒置.yMi地cine

ll Nishi 2, Jnadaι:bo,Obi泊。，E主主kaido080-8555, Jap岨

可'he呼司plic油m伽mfor回国叫胞tion田ava坦ableon our websi脂at

http://www.ob曲 o.田jp/-g血nnu/田glish/admission/a卯H団組皿／index.b回1



－　－21

S. Appli回世onPro偶dure

{I) Appli田畑do田直田血（G咽 a!A血由醐血dSp<四ISelec伽伽M蜘叫司pli田由）

Speロd

Appli叫 .ond町田盟血
G四国司l Sele<刻皿

Summ置y
Adi姐盟国 伽 Mature

Appli田由

Fill田正吐E戸田cribedfunn盟国pt田加nnsrr町並調iwr也$

Appli剖 onfurm,悶血
百eplx血（4cmhighx3cm wide）皿皿h四恥恒祖国w池恒3

I 副出羽皿咽d，担d Yes Y国
mo曲sprior加司>pli国語皿Thepor回it皿皿bea制Ifuce,量咽

p加加g咽1咽 d
M田V,WI也叫aha!,田dw国軍事gla盟国首you盟関ct加do田昌也

四皿・：：o拘f也置s制曲1。団旬四a叫回！也tt白S戸血泊e~泊tyy田町明，Jying伽
岨住 区間t
Pay 30,000 yen伽血ee：日血血組onfue阻dgluethere<均出血

specified area岨世制限必g伽 form.
Rec句tof也e S田ο）伽paym血t皿e由。donPage22.
2 e四血血組onfue(wr1也 E樫申E曲.bleE智司pli阻1ble *Govern皿.ent－童画ancedin担rnational曲1den幅d。nothave旬
da句S旬mped) pay曲ef碑.s岨1bmittbece雌ficateof gove四皿ent-finan田d

担担：rnational曲1dent,which is担suedby your回illege.(A 
曲目vis a四en祖1ble.)

3 R国掴むhpr可問団l Yes Y田
D園田ibether田阻むhyou祖国d加do皿吐ieMas町、町時!l"llL
S田（3)0叫delineofR園田rch世田0田IonPa田 22.

*Gradua価。:rad田畑佃be)of伽 Ob也加U国versityof
Cer岨田島αfgr抽邸叫 Agric叫佃re皿dVe担rinaryM回世.cineor govern皿皿t-

4 世岨幽曲脂αf田pee凶 If可申E回.ble 庄司司pli田1ble 世田町四’h値目副主onal蜘自由白donotn圃姐佃sub凶ι
g抽胤皿 *Th蹴who岨也fyGeneral~血血盛.oncriteria⑨ have佃

submit a田揃E四陣。fenr羽目皿.ent.

M田tbe田aled

5 A回d田 i山田町柳 If可申E田.ble 庄司司pli田1ble
*Gradua加。:rad回加価be)of血eOb祖師Uoive回世yof
~叫佃re皿dVe担rinaryM回世.cineor govern皿皿t-
h岡田din包mational蜘 d田恒donotn副姐佃sub凶ι

N田E副 a勧田S咽 d

6 ~晶r:.i阻m叫i回~！＂】oti畳間tion Yes Y田 Fill醐戸町田me,副命田S阻d同胞I皿洗on1hepr田町也txifunn.

Fill四且戸町name,＂＇他国 S血dpo由Ice泊e,置idpt且戸咽畠e由mps
Self-00企園田ds国平00 W町也362yen岨也epr園田也txiso凶l田vel申
7 国間切e伽田凶晴也a Yes Y田 *The嗣直明眼目岡山田叫'"Y旺youch酬鵬帥曲皿e加曲e
田町iadrr由園田card Err回盛田Ev.mlrudinn0血血曲plcl<可也e岨rd.Ju剖write

yourna皿eon岨盟envelope.

TOEFL-也TE:田Z盟国e S叫llilit也eoriginal c町幽田昌of岨eof也eful!owing四a皿s.
Sc町宮Report/ On取也冊 T自由whichw国電岡松田afterApril I, 2016置官邸白司p阻ble.

TOEICL&RO血cial
who wish佃

TOEICL&R(i皿cl凶血gTOEIC-IP): 650町副位置
8 be恒岨pt No 
Sc四＂Cer幽白血／

量唱。圃曲e
TOEFL-iBT: 67町high町

IELTST田！Report Engl凶凶 IELTSAc叫国司c-Mod叫e:5.5町high町
Form 

Cer値目出o~or 。凶y Only C回世直.cateofR田id血問血ustbe叩 eis回edwithio6血皿血s
9 CClJlY of Resid回国 恒也mati佃 al 皿住四曲皿albefc田宮也eda脂of罰血皿ssion，岨dmustco出血n血edescrip担皿

Card 由d血ls s国d血118 ofVlSa s回国岨dneriodofs回v.
Sub凶talet町 ofr百四町田dati曲量四n也eh<沼dof也e

10 Le脚 of間四回目姐組曲 No Y回 d五回附噌aoyofc国間園町戸町盟国国nploym:叫世a協同ぱ
田tι氏棚田国対ati血

C岡田Jiwn羽田町
A list也晶由σws戸urachiev肥田由皿dduties, ¥Wich may incl凶e

11 
R園田De

No Y回 p田Jb品E品副。！町也田園le田島，崎虫姐国In;町民戸田民凶litymodels,血d/1世

N出 .AJ叩血闘etr祖 sl姐onnrustbea出chtxi加C町岨凪岡whichare is阻txiio凶 g皿.gesotl町也岨Jap阻闇eor E:ogJish 
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。） Paym四.tme也.odfi町田盟国組阻b

Pay吐奮闘血凶皿b u血司E也SF園田ibed伽ma.tape溜to鑑田町J叩血P田tB岨kwi也恒也ed国伊a.tedpay宮田並開iod出

血dicatedbel四．

N脚色aF圃o缶醐血dJapan P国tB血b酷間四lly叩曲量阻9:00也 16:00岨 W由kdays副 clo剖岨S曲mlays,

S岨d符sand団組onalholid符＆

E剖 mina岨m Pa・戸田ntPeriod

τbe 1• G曲目ll1Admission阻d

Sp即ialSelec乱onfur Mature A卯H四醐
Fro田Friday,July 6, 2018加Friday,J叫y20,2018

τbe 2"' G四回lAd皿llisi叩血d

Sp民団lSelection for』futureAppli＇回且飽
From Monday, Nov.田由町12,2018加τ'hur吋ay,Nov＇田由er22,2018 

No恒1τbe田園田盟副岨島eis田tr凶x凶油1le阻C句t1亭叩問quest血血efu』lowing伺血s
a. The payer did not司塑，Jy.
b. The叩P直田垣onbasb田町司郎副
c. The明同国国戸id1he闘血血出血量盟加i凪
ギF町量ll1her血伽ma.ti岨 aixR正也erefund,co由民
B畑田E盟国凶皿O盤国
α重油oUi油田旬。fAgricul回開討VeterinaryMedi由B
E-四 ii:llVl出 falobi凶o.配 b

N由 2:An明 E哨皿羽llber司配凶if也問問醐皿勧包即t戸id町也epa:戸田並rec匂t担即td制 by也S伊stoffi田町
Jap岨 PostBank.

。） Guideline of開田archprop田al
You mu•t 曲醐ultvnur nm個 ective皿nervi回fbefore malrino曲ere•eareh nmnooal. The prop田almu抗bewi品h

1,000 charac国sinJa伊国民世田EA4sh即tin English. It must incl吋ethe follo叫ng伽田pot由．

L B田kgro岨d阻d阿 po問。fthe問醐四h(in命岡。

2. Ou出血of田醐X油田泊。d(Y叩 donot E居d加 de回i民間醐X℃h臨 hoiq1田s旭化祖札 Just凶 efly田plain也s

outline of the whole田S国民hproced田e.)

3. E却ec恒dresear曲目S叫胞の曲ileddescri抑岨is刷出:es岨 yBriefly伝聞ibe回中ec刷出回l脂血C泊四国xtof the 

開田町油R却O間．）

事Theform for the闇 e町：hproposal is available on o町 websi脂叫

http：目胸WW.Ob幽 o.acj内拘置ml白血h/ad皿ission/明直叫四／ind田.h凶I

(4) Appli叫岨method岨d明 E岨阻戸iod

E凶G毘岨也E叩pli曲回池田血目白血也epr田:nbed田vel甲町田A4-si割田珂：lope血dbrir事itd即日y加島U血咽時世
臨凶量bymail 

①助国tAppli叫皿A田中凶k同問8:30ar凶17:00,M岨血：ythr田喜hFri也y.
②抽品。dAppli哨皿

百ed田町田由田園be醐rtbyr噸蜘吋甲伺aldeliv百ymailThe do阻皿阻旬haveto副甘veby17:00個血ehut伽y

of也eappli回世onperiod. Docun回由置即時h脂血皿創SW世田tbea店却凶，SObe SI鵬加盟凶也阻即ly匝聞耳鼻白

avoid卯咽lゐ：lays

E国血血凶on Appli伺包onPeriod 

τ'he 1• G由悶lAdmission血d
Sp即alSel副 on伽抽肺Applican担

From Friday, July 13, 2018加Friday,J1叫y20,2018

τbe2"'G曲目lllAd皿jgsi血血d

Spec国ISelection for M抽出Appli＇回出
From Monday, Nov田由町19,2018加τ'hur叫ay,Nover由er22,2018 

σ） Submit血eappli岨且岨docume由加：
E世祖国E盟国盟副onO節団，ObihiroUniversity of Agri叫!we田dVerer担置yl¥i刷ici田
11 Ni凶並2,lnadacbo, Obihiro, Hokkaido 0脇-8555,Ji叩血

N時：官E智司pli団組mdoc皿闇由W盟国tbe盟国ned
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6. Met!醐lof組問勘n

{I) G四回！Ad皿s園田
R国曲from住居醐醐阻of臨剖町並c剥lityar耐相羽町（めout1he田欄rch戸叩osal皿d1hea回白血白血間防相H

be白血白血i

D即桝田
Allo回国t

Su皿四y
ofrr祖rks

白血nonqu国tio国

J叩血国eAppli回目指：Tr田sla厄onfro皿Engli由加Ja抑n田e

F世田伊Appli岨醐：S四国組副on皿Engli血

No白百四泊。田也町yoneofthe回 ,tsc田 below町田国np凶量。血血e

English 100 Englishe田血血ation血d酷 giv阻 80-IOOpoi曲師団ding旬0田g叫掴脂

帥 .ool田，gu1ation.τbe臨 t胸間mustbe祖h坦a伽 Apr丑I,2016. 

TOEIC L&R (inclu也ngTOEIC-IP): 650田higher

加 iEFLiBT:67町high町

IELTSA四d町並c-Mod叫e:5.5町high町

Appli国脇田国twr憎めouttwo旬rpics:acorn四四旬pie明白血forma白血

Sbα民国語ay 200 
F脂血血4めoutwhich you need回d園町租脂，岨da旬F阻止om也eS戸羽al町y,in
which you臨調:Ito e却la血恒chnical胞団saboutb岨cknowledge of世田h

Sr閤泊lty.

h障問iew 100 P田町田Iin恒rviewby multiple m恒同町四fromthe Sp民団lty

。） 匂ぬalSelection伽 M出国々司plica由
R回蜘 from白血町view（め叫白岡田ofr百四mie凶泊四，k 問国X℃hprop田d，也B郎副阻ct祖闘争t担当d1he 

ロ.nric叫阻V由倒閣E芭~w迎E旭国軍温ned.

皿｜刻印tI 
of marks 

Sum血置y

In阻rview 100 Personal拙同開by皿叫tiple田恒rvi何回from也sSpec泊lty

7. Time,Da担岨dLoca曲。nofExa皿ina岨on

{I) τbe 1•血血血ation伽A戸l,2019 

① G田町ヨlAdr世間1佃

Date 

Tuesday, August 21, 2018 

We也盟副ay,Augi盟t22,2018 

② S同 a!Sel剖皿伽M由JreApplicar由

D園田哲盛田

ShmtE畠ay

English 

h回view

同胞 ｜ 政翻刷皿

We世田sday,Augi店t22,2018 I E阻 view

T田E

10:30ー12:00

13:00 14・：30

9:00 

T江田

9.00-

I皿組曲

ObihiroUJ血咽均of

Agricuhure血dVeterinary

Med』cine

Loe甜皿

Obihiro Uni・咽耐of
Agri回融周囲dVeterinary

』1edic皿e

No恒：From10:00 a.m on M四泊y,August20, 2018，也el田ationof由e田amina世田roomw迎beposted at也e田岡田e

of血eG聞置叫Re脇町：hBuild血gI Howev＜町，a世y泊白血e但aminationroom is not allow叫
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。） τbe2＇凶臣阻団組 onfi町 A伊l,2019 
① G田町ヨlAdini田i皿

Date 

Saturday, Decet曲世15,2018

Sunday, Decetnber 16, 2018 

② Special Sel剖皿伽M蜘叫草加血

D酷

Sun也y,D田沼田b町 16,2018

D岡田和世佃

ShortE園ay

English 

h回view

D園田ヤ世田

量由:rview

T1t田

10:30 12:00 

13:00 14・：30

9:00 

T1t田

9.00-

L郎副阻

ObihiroUJ血咽均of

Agric曲悶岨dV1回目inary

Med』cine

L郎副阻

Obihiro Univ.宏司tyof

Agriロ曲周囲dVeterinmy

』嗣icine

No匝：From10:00 a.m叩 Friday,D田町nb町 14,2018，也slo田町nof也eexa皿inationroom w出bepos臨dat也S回国畠田

of the G佃町叫Re田町chBuilding I How町田，置世y泊加也e眠aminationroom is not allow叫

8. N岨盟国岨岨ofAd副ssion

{I) Sch叫J!e

Examination Date 

τbe 1• G曲目lllAdinission血d

Sp即ialSelec乱onfur Mature A卯H岡崎
10:00 a.m, Tu田day,August 28, 2018 

τbe2"'G田町宮lAd皿ission血d

Special Selection伽抽加＂ Appli回出
IO:OOa且，百店凶ay,Decer由町25,2018 

百e叫 e皿皿治国of都甲脂d曲.Ide!血田d早1lay<誕iat也eer血盟国of也BG田era!R園田reh臥副d喝 Iand岨也swel沼恒
(ht1pゴ加ww.ol曲iro.叫が田副i血血叫且h1ml).
(2) τ'he succe田白l叩plic皿匂whohave b開 1由id戸ngin Ob血iroUniversity should come旬血eh出回国Examin姐阻
0盟国 wi血 admissionc副皿d即 eive也eno組閣垣皿ofadi由園田直id1he d四四国.15E民国掴y伽置四，11n田1

m盟主踊To也eσ也町田開叫l明 b凪曲目路doc!江田曲師盟国bymail 
。） Tel甲1hone置珂咽i園周戸ding泊四即日間not叫司脂d
9. Enroll皿.entP四cedur閣

{I) E世ollm聞tperiod

Ex阻 lination P置もod

τbe 1• G曲目ヨlAdinissi血血d

Sp民泊ISelec乱onfur Ma佃也Appli同出
From Monday, Ja皿uiry7,2019加Tu田day,J1田U置y15,2019 

τ'he 2"' G四回IAdinission and 

Sp田ialSelection伽抽加＂ Appli回出

舎Thedocu皿曲師have佃町吋veby 17:00 on the last day. 

(2) Enrollm副 f田：282,000yen

。） 0血E田p四ses
F田量Jrdi踊町／卸cide叫祖国Z祖国f町昨吋血相h叫roation/res岡田h:2,470 'J田

(Insuran田伽a四id田凶河田yinUnive回全Y臨 H吋ties)

百且tion(sul司巴ct旬change)
First semes耐：￥267,900,Second seme宮町：￥267,900,

句beabove tuition is也巳currentamount. E也etuition is changed at也E也neofen回neeor 
while enrolled, the n印刷tionw迎becharged from the time of change. 
*Payment deadl包Eis由eend of April for血e缶百tsemi凶御伽itionand the end of October for 

the second semester tuition. 
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10. Privacy S師陣皿.ent

{I) Any personal in伽宜凶四隅a岬底面由ictlypro出制1刷 erthe”LawooPro臨世田ofp，四四lInJi四nati皿 Heldby 

h生宇田店副A企祖国誼凶明 Agenci田”血d1he”N凶岨alUniv田町α理四凶皿 Obi泊。Uni・咽団司yof Agri叫加rear凶
Veter恒aryM泊四eManageme皿Regul油価ofP，町田叫InJi四国語皿”

(2) Per町田Iin伽宜凶岨町ch掴 yo町園田副剖命闇也昌也盟国durir事吐E叩plicatioo戸田醐 isu副 fur酷1醐 on,

国幽回世田αfair世岡田，enroll盟国pro<盟主X問問:rrvey担当dr四国Z由田副ectioome也odsand剖劇団a取田盟主JreS.

。） Personal infurrnatioo凱油田世田開血血姐oor田.tl1sa岬宜吋皿也epro田園of剖岡田isu田d伽回:rrvey皿d闇田油田

到底刻皿担d剥師団宜回並泊s.

(4) For SU店盟副明E田由岨ly，戸盟国l泊伽四岡田副皿d蜘 vein(2）副（3)is also u副伽也eJll耳目醐ofschool 

a血也（e.g.，削yg副血血）血d刷出 Sl理問t(e.g., scho凶曲有P明 E副 00血d!t組曲自置が皿明E岨岨1)aft町
田畑同側出oUniv田町ofAgriculture阻dVeter旭町yMedicine.
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De叩 ipti岨 of曲eM闘ter’sProgra皿
Animal Sclen開阻dA喜ricw佃問

Graduate Sch凹1lofAni皿d阻dVeterinary Sci阻回S阻dAgri口出町噂

Ob也iroUi凶V闘 ityofAgri叫同時阻dV1出血町Medicine

百 e四 si叩 ofthe Gr油施 Schoolis曲目akea m 阻加世四旬世田 I叫姐d也eglobal 

com血阻也回世間喜h也edevel叩由回tof practical sci四回through担凶ec旬al回国h四回d戸acti田，

and byfos脂血事也eprofe田ionalswho will S1事P町tfood production血dp副司pie'slives. Under such 

philosophy岨dp田pose,we pro吋de也efollowm喜自主1岨白血poli回目・

1. Edu岨世onPolicy of血eM田ter'sProgra皿αfAnimaISci個田阻dAgriculture 

Ad皿is画。nPolicy 

τ1回M酉町’sProgr置nof Ani皿alSci回目andAgriculture at也eG掴dua脂Schc回fofAnimal血dV岡田国rySci四国担d

Agric叫h田加盟加恒血per置mswho have s国時垣間b問。l吋ngskills阻da wide range of knowled伊岨回国alsci居間

血d噂 icul国民甲田副E叫lyin fix姐園1匂.We implem田！ WI祖国田畑血ati岨son平間ialized世田S血dh略国E同組d

m脂rviews旬e刊I田島C田mine田’問団rchplans血dab血出S血世d町柏田町田t蜘d田由．
I. Who伺n郁twr血血雌悶岨0回Ip世帯回世ve血d田m加beprofessi町田lswi由凶位lyadv血ced出lls血血凶al削阻国

回dagri叫知町

2. Who have叫山詞ba討cknowledge置id出且sat也elevel ofundergradu鵬由Jdi国間h岡田thespec温c加piesof也e

間sp町tiveSpec：血1担問

3.Whoha潤 a岬血凶basicla田W凶 ge置xi出lls血剖回able也S血柏町田旬開醐rchpl阻S伽也.ere甲田世veSp民団I也民血d

4.Who蹴阻蜘nely並岡田凶h悶悶offoodsaf均，F叫 E酌ity泊司provem剖岨d田町盟国由1co田町四tion，叫臨：Ide

世盟国国商量omaper理店tiveof fusing棺 iロ湖周回ma!scieoce, and veter旭町岡町田

Dipl凹 taPolicy 

h也eMas町’SProgr田 iof Ani皿dScience血dAgri叫岡弘也sdegr田 shallbe confetr凶岨戸車回出羽品。 havetaken也e

∞旧制醐up恒也ec田首叩lum血dob阻血ed也ereqi帥 dロ吋I担toco立司ple脂血e伊ogram,who have ob回ined“咽n田d
m 臨むh出 lls皿dwide p町spectives也剖田ablethem加resolveis四国offoodsafety and o血町is皿esin agri四ltural田d

Jiv，田加cksci回目 using血eirup-to-da脂 knowledgeaod出 llsin aoimal sci回目阻dagriculture四油田四国恒aryH島

民1田町岨inlalpr吋叫on,闘 ilogy阻d四泊四血阻叫回目白， foodsci担問噂1叫 tural帥 E咽 IC島田gin問団gfor 

agn叫 .ture,pl姐 tpr叫皿包on岡田同組d皿回也sciplinaryfiel白血cl凶血g也田e,and who have部伊ired也efollowing 

剥lls:

I. E也i四：E血i田町id宜10raJsCOIT国学四id田t柏田cials祖ndar也血dcomm曲阻混血WI也a甲田泊list

2. Abilities加 id目的皿d問。lveis岡田 ontheir own in 帥， b姐，田d田吋ronmen凶回目ce袖 ileh均時

globa且血包阻皿田血d，血d開田・Ivethem. 

3. C田園田皿i田恒皿刷出：町田園凶阻出llsn師団置y柏田pla血也町pre悶 SSOf白血king血dm出 ngj叫伊国由m血 a
global viewpoint. 

4. Technical knowledge皿d出 lls:la回1wledge血dskills on悶P回世田 Special世田血血ism魁町、 progra血

四回nen四国指wi血 advao田dprofessionals，町b踊ic耐lls目nnm田即時wi血田se宿泊四回i回国sh田甲町tive

Sp田凶世田，from也e阿 spec世田offus也事agricul佃m，阻inlal岡田国，血dve岡田rymedicine. 

Curriculu皿 Policy

In order旬 have印刷d回国釦q凶E也sknowledge血d出 lls哩問団叫泊世Jed坦1lomapolicy of也sM田町、陶酔血of
Animal Sci回国皿dAgri叩lture,we provide ed皿ationpaying副脂ntion加也efolio柑ngpo恒柏：

I. Developing e由i四 weoffi町田町田S加develope血i田u剖ng.,.1田ming.

2. Develop血gab出世間旬 id阻温命岨dre回•Ivei回国swe offi町田町田国同町tivel四国ng回耐田:hup logi四l白血king

皿ddevel叩 abili世田恒id血姐命血d出回・Ive出国渇on曲目mngfood岨fety,improving pr凶国世田町y，血d回ms町田ng

也e血 vuonm四t

3. D肝dop血EF田匝回I出 llsm也 aglobal viewpo凶： weofl討回国田S加賀可irove出llsin making F田町瑚山田阻d

wri住宅 inE噌油田也atstod醐 sa珂uirethe E柑i曲面llsE即es回ry加 beglobally酬明.We also offer 
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国脂m由lps，同盟ngat町田d，置Ki闇 e町hpres田刷ons,wh悶 stud血祖国np団組問血e田F田副佃阻d

communi田町n出lls由eyhave acquired. 

4. F田宮linga rich叫卸脂掴dabr田d齢叫emicfuundation：珊0庄町田mnnonge盟主lllcourses, which田able由Ider由加

出q国民arich四I佃m，血dspec：国1core co国民対語.ch四able也由旬“van出血四sp田泊lty.At the団四回e,
sp田fa!co世間sofo由町Sp<刻alti剖 a問。庄町。d剖 electivecour醐回也ats回d自由国nacq叫毘highly甲田ial国 d

h脂吋isciplinaryknowledge. 

2. Ed町柑佃alPo圃d田ofRe甲田世veSp凶al姐師

同f出血町凶b細田吋

F恒四onsWeTrain

We田C叩t由品目rtswhohave回mple恒d祖国dergrョ品掴白戸ugr沼田o也E血血veter旭町ymedicine，岨dpro吋de也匠nwi也

knowledge on b回ic羽田inaryH島S白血田，血血alpa也ob皿fogy,s細di由。f阻主nalinfectious di醐 ses，曲川iesof etiology 

and c血血ulof回出国Idis問団s，阻d皿ima1cli血回1sci田町 We回inadvanced pro島ssionals材JOC阻 0置註avar官tyof 

knowledge about凶 m山師S悶 ety.

Ad皿is画。nPolicy 

We want国叫副s:

I. Who have a何回redadvanced knowledge，也.lls，姐dres阻むhabilities on basic ve回祖国yH島田池田Jee，田主国I
戸thology，，抗吋i田of個並国1in島ctio回他国醐ョ蜘di闘 ofetiology control，皿d岨imalclini岨lsci問問岨dwho 

国m佃 con凶加脂柏田ciety量四navi町叩ointofvet置泊arylife即L四回，

2. Who凶四郎q凶red皿dergr叫皿le-le澗lb剖ickno明ledg信組dskills 岨 basicbiology血dagri叩h田血d皿位田I
setence, 

3. Who四n師 up聞醐rchpla園田由eirown h由e宣eldof羽田旭町Ii島岡田国b田edon basic knowled伊皿d

剥且s血b田icbiology，，血d

4. Who岨旦国eknowledge皿din伽mation加 logicallyw国主也roughis四国mbasic biology皿dagri印lture血d
a国mals四曲目弘岨dexp！剖n也er田叫担

Diplo皿aPolicy 

τbe d息苦悶eshall be c四ferredonp四四S曲。have由efullowin喧岡也田dab山岨田：

I. E創出：他ics岨dmor叫sbased on knowledge of ve加担aryH島田四国阻dd民事国叫田圃ndiog油田且田cial

町世吋H国

2. h釦 b倒叫吋ngs凶ls:abilities加泊四時i盟国son也eirown泊四回naryIi島民ie皿e,and白血1lvethe乱

3. G。od四mmuni回世田副出：伊国臣血世田町Ki四哩m皿i回世田副hn回目岨ry1Dprec包ely国間SS也eir也m砂白血d

叩岨ions，皿d田clu阻ge叩凶onsin羽田旭町H島田町田島ldswhile田甲田tiog油田’也OU酬s皿d叩凶四＆
4. T田h垣四Ikno明ledge皿d出lls:a wide r祖geof臨：hnicalkno明ledgeof両国百aryH島民間国includ血gbasic 

veter旭町yli島阿国民四国alpa血obiology，，由Jdi田ofaoi皿alin島c世田店diseases,studies of曲ology血dc目白。lof 

岨imaldi醐由民田Kiaoimal cl泊i回I岨田町田dめ世ty白樫司ply岨d白vel叩也ese出lls岨dkr回明ledge血S田iety,

ba田don也匝hσwledgeofbasic biology，，町Kiagric叫畑沼田d田量nal回目Jee.

Currlculu皿Policy

We offer co園田白取皿a加盟tyof甲ぬ.al担問rela同胞四個恒ary!if己S回国間四油田凶邸曲川ies,pathobiology, 

血fectio田他国周s,etiology血dcon加，Jof aoi皿ald盟副司 andaoima1 clinical sci田Jeeof comp岨旧叫 ind田凶al,

exp町並m凶，岨dw出血盆nals.

凶nimaIProducti叫

F町祖国WeTrain 

We回血adv血cedprofussionals who凶ve部停宜edbroad虹Kisy奮闘団組cknowledge血d出lls血biological五皿ctions,

b田eding,reproduction, n曲由皿L町Kim血agr盟国tof domestic置Kio岨町四国als,and who四nfl四五lydeal wi曲四n四店
iss田sinIi四即位田dH島阻回目s.We also佐田nr宙開Z由.erswho have acquired basic出lls由国国盟ble也阻加抗叫Y

1回国S血血sfiel困Isofli官お柏ck岨dlife sci田店乱

Ad皿is由岨Policy

We w祖国世ud田恒：

I. Who ha官邸q凶edad四n田dknowledge, skills置Ki闇 e町 :hぬ出H田阻domesticaoimals釦d也.eirproduction 
mana炉 n田Land who in恒凶柏田直加もu崎柏田d町田恒昌也eirknowledge aod skills of life岡田国阻d!iv国阻止
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science, 

2. Whoha田町甲血＂＂ undergradt坦胞ーle・四lb醐cknowledge田d出 llsm回国alproduc世田，
3. Who have acq1田副“V祖国dknowledge，剥出血dz自国rehab出担白血h四曲ck岨d抱卵血c乱onm血ag四回L
置Kl材旧国asetuprese町：hplanson由緒own皿白血ldof田imalpr叫刷on,置Kl

4. Who伺且国eknowledge岨d担f世田ation白血inklogicallyめoutissues on dom悶白血凶出血d也eirprod!凶 on

mana伊四回t血dexpla血血e間四1担．

Dlpl岨皿Policy

τbe deg田eshall be conf田red岨 p田；onsW加 have也efollowing回脂血dab血匝田

I. Ethics: ethics and m c回lsbased叩 knowledgeof岨ima均m伽山岨血dd崩事under由凶血gof田cial田tiVI也es

2 Is卸島問旧1吋ng出 llsab血包目白祖国時国S醐阻也eirown in Jiv，回国k阻d臨岨曲ces，岨d問。・Ive曲目且

3. Co曲凹皿1醐 on嗣！Is-pr盟国血.lion岨dcom血岨岨tion剥 llsne悶岨ry柏戸開田：ly叫町田也.eir血ough担血d

叩inio田，皿d田changeopinio園田由e五eldof四国alprod田匝凹袖ile田甲町也事叫盟百’也即位脂血d叩凹ons

4. T田凶i四lknowledge血d必lls:under由凶血gof血sph'戸iology阻dbehavior of d国師白血imals，姐dpos田姐阻

ofs'戸恒四島脂血i曲Iknowledge四d必llsfrom the ba呂田旬a即日目畑lS也atle組曲g四etic叫irovem醐岨d

坤 rove血剖inpr叫叫吋てy.

Curriculu皿 Policy

Weoffi町四四国inwhich曲川田租C阻伊血血阻伽咽ndingof也ephysi。fogy阻dbehavi町 ofdo回目白血imalsnot凹ly

from a co町田恒四国IM開戸田Iofhves加ckpr凶出世岨butalso with c佃siderationsof田imalwelfa田阻d田osys国民岨d

皿 wluchs旬d田旭国nacquire up-to-da脂knowledge姐d剥 llsfrom b田i四加appli回.ti岨也atlead加 E田eticirr炉開祖国t

and 盟事＂＂＇四回 t血produc世vity.

凪佃h町岨dEnvironm阻凶Sci四eel
F目別副WeTrain 

We回血 d抽出d戸ofuss旧国lswho hsve齢q血edbroad血dsys恒国首cknowledge血d剥且s血 agri印1加ral岨d

lives旬ck田viro四国I皿d血e田畑al田吋ronm回I叩rrouuding民間dwho c阻畳間b』yd田Iwith vario田園田園abo国

C佃S町四lion田dm田agem岡田du凶i国世田of也e匝油田ment.We also回in間臨むh田 whohsvea珂uir吋 bas叫由lls

血at置凶h也阻加山dy包囲園田也s宜eldof四叫皿田町由ls回目Jee.

Adtnis岨onPolicy 

We want血 d田恒：

I. Who hsve acquired broad knowled院副lls皿d間四ch油岨H田恒con即咽垣田町Klmanagi四国tofagrお叫加ョI

and lives回 k匝viroomer凧皿d園田世田泊四四回凪，田dwho irr蜘 d旬 C田町古田怠旬 societyusing血，eif

know1吋.ge担 d出且sin田ological置Kl田吋m 血血凶悶阻田，

2. Whohsve a珂uiredundergrad iate-level basic knowled殴andskills in田ologyand四viror田町踊Iscience, 
3. Who hsve叫中国dknowled民剥lls血dres回目hめ世匝白血四国町四姐団組d血血agen田正ofa伊四l加ral血d
!iv<沼田ck田viron凹白血，血d田町al四四ronm回ts，置Klwho c血 setup白鶴archplans on也四own恒也efield of 

田ology皿d個別ronm阻凶臨i回国弘岨d

4. Who c血 U揖 kno明ledge血d也伽団組皿旬也血klogi田llya加叫百四国阻 C国留置咽且皿阻d血血a伊岨entof 
agri叫加国l阻dli晴沼岡ck田川ron血血白，置Kl田知四I四四国血血担，四d田pla血也S田叫旭．

町1plo皿aPolicy 

τbe degree shall be c岨ferred岨 P師団S泊。hsve也efolio叩喝首羽白血dab血唱曲：

I. E由i回・拙品目血dmorals based on knowledge on郡山U血d阻泊凹m副 alsci回開血dd田puoder由血白星about

回cia1ac世vi世田

2. h田b悶悶d吋ng出 lls:abili世田加id回世命包四国岨也位。阻岨即ology岨d田川ron皿阻胞l羽田町皿dre回帥

白血且

3. Co血血四国且阻剥且s:I沼田町由世田阻d四四血unic油田副Us即日お回ry加伊開田ly田伊国S也eir血ough白血d

op岨i由民岨d阻d皿 geo伊血岨sm也efield of田ology岨d団対ronm聞叫時間cewhile r田P白血go由開’
也.ough個個dop泊io田

4. Technical knowledge and出 lls：田直事由h担血羽田dsys恒maticknowledge and出 llsin roles，白血世田lS，四d

血胞回C加盟of四rio店四割皿町lS血atc四lSti町包囲泊四血血L血d血田園町四位m,m血agi油田L血d凶H血姐皿of

匝:osyst田 lS.

Curri目du皿 Policy

We d註co四回並which蜘 d四旭国n,fro岨也ep町甲回世田ofc佃町四北ion恒也atof凶 H調印nofagricul加血lt姐dlives加ck
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田町並四mer由，田dof吐盟国加ral四vironmer由田町ounding由国La叫凶reI早ー加-<la脂 knowledgeof也erol田，白血世田s,

in位ractions,and 田lati皿swi血 agri叫 ture皿dlives加ckindus句，伊inup－加-<la脂knowledgeof the皿凶als,plan包，insec恒

置idmicro町S阻i皿 S也atco田蜘白血S国間四血出，回da伽血1平ー加4施 knowledgeof回田町V油田ofeco耶臨田s.

画面函
Pen岡田WeTrain 

By providing broad and up-to-da脂 knowledge田d恒chniqu田伽F叫 .JCtion阻dproc園田ngof f目油 madefrom 

agri叫佃lll血dliv1目白ckingr也也四国，岨dabout也s白血tionality岨d田島町yofsuchfu叫s,and by。佃due血gprofessional 

叫 JCa白血世田1ughprac世田置id間四曲，明trainadvanced professionals who回nplay血都世verole in food凶田町血d

bio ind!田町，凶lllso回担問時都h悶 whobave叫凶redb田ics凶ls也凪阻able也emto蜘dyis鵬 sin也.efield of伽 d

臨1曲師．

Ad皿is姐onPolicy 

We want抗ud四胞：

I. Who have臨伊国d組閣JCedknowle匂e，也h皿dresearch ab血h白血戸叫副on皿d戸田園田gof fuods made 
from agricul加ral皿dlive由 ck泊g吋ie幽，岨din也efimcti四国lityand sa島町yof such fu叫s，岨dwho in恒凶旬

con回b曲師S田ietyfrom a viewpoint of伽 d制問問

2. Whobave a珂uir剖undergr司duare-levelbasic knowledge町id出llsin food sci回国，

3. Who四nsetup~回国民：hpla血血血目rown血血e直.eldof fuod sci1四回b田edonadv祖国沌1臨cbniqu白色~proc園田ng

姐du凶凶ngagri四I皿叫姐dliv1由旬ckproduc胞，回donknowled畠：eabout四山田白血匝0出血atfuods have.，岨d

4. Who c血 useknowledge血din伽mation白血血klogically about 旭町田infuod pr吋国tion阻dpr四国sing，皿din

也白血出世.onality阻d岨re旬，岨d田plain也S白血Its.
Diploma Policy 

τbe degree shall be c由主fem:d田 P師団swhobave也efull owing回i脂血dabiliti田

I. E出回e創白血dmoralsb描edon knowledge叩 f目刈羽田国担d必epun伽咽n也事abo叫曲目d叫刷世田

2. Issue-冊。1Jv担g出lls：必組白目白祖国姐今国四国叩也位own泊fuod阻問問岨d問。Ive也m

3. 白血血皿IC岨on出Jls・ pr盟国制on血dcom血岨叫on出lls田畑岨ry加伊開田：ly明田SS也eir血ough担血d

叩inio田，皿d田：changeopinions in fuod sロ回開袖畳e問符配出gσ血ers’也即位脂血dopinions

4. Teel凶回Iknowledge皿d出lls:ad四ncedknowl吋1ge，出lls田d可申H四tion伽 prod四世田四dpr田essingoffu吋s

田adefrom agri叩I加四I皿dli四国主血g吋ie曲，血dabout也s白田町田lity血d田fetyof such fuo也

Curriculu皿 Policy

We ofii町 co町田Sto l曲mbroad and up-to-白白knowledge血d出llsfur proch凶 onand p世間由也事offi印池made量四n

agri四lturョ1置idlives回 kingr凶i田飽，田da加国也efimctions助皿dsaf均 ofsuchゐods，量omthemolec叫町l問 1加也e

level of indu曲rialproducti皿

凶宮古culturalE回no岨i~

Pers岨 SWe Train 

By cond10担ngpro島副皿盟I叫l回垣皿也at四ablesa bro叫 p園甲ec旭町加 be包民盟 froma回ciaJSC悶凶cvi田叩oi凪

＝蜘吋皿agri四I旬四leconomy，問国nadvanced profes四国Iswho回noffer戸田島alme酒田S佃町田・Ive甲田ific

issues 也 fuodsys個略血dal四回nres回抽出whobave 叫quiredb凶c出且s 也at 回油•le 白血佃曲Jdyis血esin the fie岨

ofa.恒印l白血lecono凶田．

Ad凶s由岨Policy
We w田t昨ud血国：

I. Who have叫q血edbro叫阻dd咽needk:r町内市ledge阻d品rills血agricul佃ral白血omics田db田血田srela脂d加fuod

伊od回世on,dis凶b由岨岨d回国国司pti叫血dwho in脂凶也C岨凶b1血柏田cietyfro岨an開po田tof噂お叫山富l
e氾ononucs,

2. Whoba四都甲血edun伽 gradi祖師－le明：Ibasic knowled野田d必llsinagri目的皿1田onomic民

3. Who回且匝tup問問X℃hpla園田也位。1wnin the field of agri四111田1回田町四i田岡田d00 b問ckno明I吋.ge皿d

出lls皿agri叫旬ralec四四国白血dbl瓜nessrela担d旬fuodpr吋田祉on,di直也凶凹担d自国国牌m，岨d

4. Who伺且国eknowledge血d血funn出血加由主批logicallyabout iss田son噂 iculrural田沼田血白血dbusiness，岨d

回pla血血eres曲．

Dlplo皿aPolicy 

τbed思•greeshall be c皿fem:doop師団swho have the fullo叫ng回t胞阻dabiliti田
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1. E伽cs：伯i白血dmorals based on knowledge on agn叫 turaleconomics田dde句 tmder由凶血g池田且回目d

国首相H田

2. h田b問団lving出且s:ab出担目白ide凶敢闘師団由eirown皿agri四ltural田O四国.CS，姐d田solvethem. 

3. 白血血皿ic組.on剥且s：伊国制油田血d四国四国cationskills n即国阻y旬開氾i田Iy田p周囲白血也ough胞岨d

op泊io田，皿d田changeop凶佃S白血efield of agri叫加血I田onomicswhile田sp館山go血悶’也.ougl由 and

叩mtons

4. Technical knowledge血d出lls：吋四needknowledge皿d出llsin agri叩lturョ1田onomyin四der加u世izeI田d
間四国間S血 dsupport也eir理rrov•祖国tofゐodprod山首、lity岨dfood田fety

C町吋白血皿Policy
We offer co国田sin which s加d血担C血血年間knowledge岨d出lls血也efield of出血0凶四回dill羽n田srela凶白色ω
問白出血，dis副butionand con釦坤世田L岨d皿凶n必，，.r百円yeling. 

1En1!ineerin2 for Al!ri阻E佃吋
Persons We Train 

By c岨ductingpro島側佃al凶u田町nonsys回n組z.ed臨chniqu田也mmake advanced agricultur姐prodocti岨悼chniqu周
回直p岨bleWI由閉店roomer血IC岨師vationb回edon th朗d園田d戸田tic国 of曲 gin悶 ingfor agric叫lture,we佐阻

剖瑚蹴dprofess岨盟ls泊。四nplay血前面四rolein the宜.eldsof回酔庄町ng伽 agriculture四d四四Ico田四皿i且岡田d

al田岡nres回rch田 who凶円郎官邸quired加 ic剥出血嵐田able也阻旬由dyis回出血血Sfields of四.gin悶 ing宜主

agricul蜘..and roral co田nuni血血

Ad皿issionPo直cy

We w岨t臨d回胞・

1. Who have齢制redknowledge of regional田吋m 血阻凶C岨servation副 ofprod剛叩恒也岬店主nprov田園

也mgo田加F也置wi也也e四泊四四国L岡田dontheb回毎!!"O岨dof田S田宮泊g伽 agri四l加血，阻d泊。恒国d加
C佃加bu恒也曲目ety量oma vi四p四ntd田gin問団喜宜lf叫!ricul旬re,

2. Whohave叫q凶redund町g胡uate-levelb掴icknowledge岨 d出lls組問郡盟国盟Eforagn叫知町

3. Who c血町tup問揖archpla皿阻也位ownin由efield of田gin悶 ingfor agri叩l旬開b剖edon basic knowledge皿d

出llsin pr叫副凹臨chniq1脂血伊肝世田武田d田，gionaJ四vironmer瑚le佃師vation,and 

4. Who c皿 U田the仕backgr四皿dof田gin師団菖伽agri白血E加由inklogi四llyabouti岡田inprodt刷 on臨凶qu田

阻d田容。岨l四四百四回L阻d四pla血也eres叫屈し

Diploma Policy 

τ'he degr田 shallbe confer四donp町田岨whohave也efollowing佐世白血dぬ岨iti闘：

1. E血ics：拙i白血dmorals based on knowledge of田酔即ing伽 agri四lture田dd田ptmder醐ndiogabout social 
ac首相ti田

2. lssu b居間lving剥lls:ab幽曲師1伽創fyissueson也eirownin田担問時伽司事riculture岨dresolve也田且

3. Comnnmica厄皿剥lls：問S四国四回d回凹nunicati四面llsn回目岨y柏戸ciselye時間stheir也ough白血d

opinions，皿d既出血geop凶.onsin也efield of曲S出町並gfor agriculture while田哩蹴出go也剖’由加害h白血d
op1D100S. 

4. Technical know！叫伊田d出lls:advanced kno明ledge田d副llsin produc世田恒ch凶q田S置id田vironm即凶四百回1

in order柏崎P町Ithe irnprov四回tof food prodt副 vity凶b同h回I田剛rces.
C回世田..皿nPolicy

We offer曲町制也whichstud自由C血 acq凶毘adv；血血dknowledge岨d必llsin也efield出血h凶加島訂nprov町出ぱ

曲efood pro伽ction四曲四四回 bymecha国国I田dM由民ala叫lfOO油田四dapproach田四時 d吋I四位聞包E
臨 hniques，皿ds田凶nable間 ycling阻du田ofregional田回国閣

IPtantProd町世岨Scien吋
Per曲nsWeTr叫皿

By 叩岨ductiogprofessi田al叫 JCationfrom the b田i四oflab田町yw四t加fieldworkdemo田回世田on回目mana伊加盟h

which s明町胞団。pproch副岨，breed血喜田d叫 h四垣四offield crops皿d島d目。ps,p岡田E回L血d凶且zati皿 of
grass凶 d,we回血advancedpro島掴：ionalswho en伊.gein making the fo皿dation伽食事d叫 .tural副idlives加ck泊加出岡

田dd曲往誕nres曲X曲目swho have叫quir凶凶sicskills也凪曲able也田n阻曲idy包釦白血血efields of plant prodoction 

sロence
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Ad凶凶onPolicy 

We want国ud血国：

I. Who have acquired advanced knowledge, s凶ls，血d問問chめ面白白血q田山国.tive阻d明ali加担vez理問V悶血t

of plant production b田edon adv田cedknowledgβof plant physiology，凶ology岨dher吋ity掴 well描田昌，血d

who並回d也contnbu白柏田cietyfrom a viewpoint of plant prodw凶on臨時闘，

2. Who have acquired undergr袖掴脂ーlevelbasic knowledge阻d出llsin plant prod田tion阻e由民

3. Who国且田tl中間国rchplanson也eirowoin由e畳eldof plant prodwction回目田b田edon knowledge皿d出lls

宜Jrimproving血dprod出血gcroppl皿飽，血dkr田，wJedge血dskills血田辺S姐dpes恒，血d

4. Who回nu田 knowledge岨d血島町田1tion白血inklogicallyめoutiss田son q皿山凶ve岨dq岨凶ve
出iprovem田，tofpl血tprodt凶 m，岨d珂 lain也S闇叫担．

町1plo皿aPolicy 

Thedegr田由allbe conf1自主吋四p間四Swho have也efolio羽ng位司i脂血d剥H世田

I. E曲目：ぬi白血d血咽hb酎“onknowledge of plant pr叫刷on田i四国岨dd田pm伽叫岨dingabout田cial
面白vities 

2. Is価問。l吋暗記lls:ab血闘阻id四時iss田son也.eirowoonp凶 tpr凶叫曲部盟国民血d由回l四也m

3. C凶 m四回包曲面llspres田凶on血dcomm四国包岨出llsn悶魁町加伊国国，1ye弔問S也err也ough白血d

明血佃S，阻dexchange opinions in the field of plant pr凶u凶回目盟国ewhile 開甲町也事σ白田’也叩出S阻d

中国佃S

4. Teclmical h田＇wledge皿d出且s:ad四国edkr田•Wledge 血d 出且s in food pr叫凶on戸恒cipl＇白血 dprom凶 on

白血岬iesin order柏町port血e也明開祖国toffoodpr凶国耐.tyu世izinglo曲I田曲四四．

Curriculu皿 Policy

We offi町四四国sin which stud田ts四E配軍出eadvanced knowledge and出lls白血e宣eld開lated加 q国出国H四阻d

q田H祖H四 improvem回tof pl皿tprod山首onbased on adv皿田dknowled昌eof pl皿tphysiology, biology and her吋ity踊

well園田il，岨d醐凶皿hlerecycling姐duseof田：gional問団山田S

3. Gradna担D句r田計略開皿ofAni皿d岨dFood Hygiene 

τbe G由dua脂 DegreeProgram of Animal and Food HY!!帥e凶sh問国防Hshed加 trainp間四swho c阻伽dwi也

叫凶sition皿dmaint四回目ofthe h国百ationalsa免責yandhygi田ics回白地，whichbusinesses田 dem皿ded白血田L描

dis帥凶onof agric叫回叫伊叫lC白血d伽 dbeyond nation boun恒国包叫阻ding.τbepro伊皿国民四台vel叩 dby 

mak血喜也eh出lyprofessional edi凪包岨 on田畑泊sfood岨fety泊toa gョdu脚色：greeprogra血也単組d血担 of岨y
Specialty曲旦阻ke.

τbeprogr田1位祖国皿imal阻dfood匂gi田espec匂h個別血ab由U間五brpr田匝田阻d叩pli回世田Lbye四凶wctingprofessional 

袖icati四四国血ager田ntm回 sfor回fety阻dhygi四eofagric・叫回叫prodiic恒血do也erfo油田apractical回四onm副
也嵐血田恒也恒rnati四盟Is阻a也rds.

S相d阻匂who旬ke也isprogr司mm田t旬ke也ereqt古ed阻del回世羽田国田sof也is司間i直Cpro grョm,and血eS/udj，田onIssi即
ofAni朋 landFi即d均菅間e(i田町mship）町也eめ悶io/Studi問 IIof the Specialty也.eybelong旬，inaddition旬也er明白d

田町醐血delective cour臨 C四国onin them描tee'sprogra且

N曲 I:In品d田on師団ofAn加a/andFood均桜田e(4制血：），stud阻幅削y幽国S白田喜h担回血ipata即時岨y

伽阻W田b町longer.Stud田担恒也ispro伊皿wbowri脂am田町’sthesis have加担ketheめecialS1加d朗 II(4 er吋i匂）

of血eSp回alty血eybelong旬．

N国e2:S加d田脂血也isprogra血町旬choose也eMas町’sDeg問皿Agr古田ltur宮町也eM田町’sDeg田e担Ani血dand 

F凹 dHygiene after也eyhave completed曲師歯冨ty•田r.

同刈田陣D暗唱P四gramof A国皿al阻1dF・回dE岬皿d
p、e11岨nsWeTra担
By Cot油E也事伊出世曲l岨dsys脂rnatic姐icationfor HAC田明恒m甲田ialists，皿d晶rde明：lop泊喜田WF田essing
出：hnologyand戸odiic祖国ming佃町田恒 six血血血醐yb国泊国間，明help曲d血担柏acq叫rekno明ledge岨dskills in 

food凪島町ym血age岨酬明回想，andby c叫副首ngwi血companie民隅岡np町田ns泊。回napply也eirknowledge 

田d出lls加前回alw町kpla閣し
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Diplon皿Policy

官官白g田由allbe ConTI町-edon P百四国 whohave配制red叫V阻田dand回立P田h田siveknowledge皿dskills in 

hygi血icm血age岨叫血d明ality描阻祖国oflive甜ickpr凶田恒血doilier fc副池田叫町田信rnatio叫同島町Y血dh帰国C

S面ndar也，田dsuperiorめ出ties血血eirpractice岨dappli回世田L

Cu町t叫umPolicy 
We arrange clas町田mcour田 mwhich由xi副 s同皿knowledgean d出llsin fuod safety man唱四回tsys岡田tmder
四回副凹dhygienic嗣ndardsin F帥 cal町ids卵胞団組cm置盟国.Al回，∞句聞届ngm血∞町田ies,we町田nge

practic国国血whichstud四飽I田皿旬叩ply也位h四＇wledge血d出且s旬師同alwmksi恒s.

4. Completi岨 ofpn事 "lllllS皿 dawarding degr醐

S個d田旭町eawarded a degr田齢C世d泊菖白血姐Sp田泊！ti田a宜町血eyCOD司pie也d也eprogram, i e，血osewho have be曲
目立oiledin the M酉町’sProgra皿ofAnimal Sci回目皿dAgri叫加毘，G叫田恒Sch凹，JofAnimal阻dVet置恒町Sci回目阻d

Agri叫旬reof our田町田ityfc町何＂ Y＇間宮町 l叩原ヨr，回dhave闇 ned也e田q凹-edロ泊担。。ロ叫i担伽回伊JarSp田叫担問，
32ロ吋i胞f白血e白叫田恒Deg田ePro伊皿ofAnimal叫 FoodHygi四e），油oreceiv凶也.en田es岨yrese町h也誼刷叫

and p剖sed也ee回nuns凪onof也eir富山脂r's也闇sor res由民'JlOltin addition加吐Illfinal e皿nunstio田 of吐rerel町田t

印町田SHowever，伽也0田whoachi町edexcell阻tres叫担，也eJI<笠iod田rolledm也eg拍車恒叫h曲，Jco叫dbe sh町回.ed価

。ney田r.

Progrヨm Specialty Degr田

Ve匝rinaryLife Sci阻田
M描国 ofVeter恒aryLi島 Science,or ~郎国 of Ani皿dand Food 

Hygi血伊

Animal Production 

A国皿dScience and 
Ecology and Environm盟国I

Sci四国
Agri叫白血

F刷xiSci回目 M田町ofAgr蜘 I旬re,or Master of Animal置idFood Hygiernげ

Agrもc叫回叫Economics

盈場n開祖gfc世 Agric叫白血

Pl町並ProductionSci回開

円'ho田who回宜ipleted血eG叩d且担Degr田 Programof Animal田dFood Hygiene四nchoo田Mas町 ofA国ma!and 

FoodHygi田e.

5. Ad皿is姐onof Mature Studen幅

The M田町、 Progra血 ofAnimal Sci阻同組dAgricul加re,G掴duateSchool of Animal and Vet置inarySci阻印岨d

Agri叫加壱 ofour univ田 ityhas a甲田ial田：lectionfur ma.tore a即日田崎加 admits血d田胞曲。 havec四百pleted

uru:U寛容ad田恒由xii田，havewmked at a叩立制ny,public o節目oreducational insti加担，阻dwant加 studyin a g叫瑚脂

school to証:q山宮血四百adv担問ld叫叫田nicknowledge叩dskills h也esp悶叫田'1ecti叩 furmatl田 appli自由，ts，担血叫of也e

exam泊ationof叫ad佃 ic助出土yin甲1問自由din也eg開国叫剖血ission,也e叩pli個n担’ eヰ削阻閤刷出：hievem剖 sin

虻lClety，血d田池田泊smfurr古田町hWill be阻aminedby也emterview岨ddoc田町並悶悶ing

Be島田appli田町民也ea即日明n阻have加 C団創出wi血血eirpr四＂＂＂＇世 vesupervi回四回也econ回恒of由eirres回目h町idwhat 

C沼田宮謂也eyw迦祖ke.

6. Sp田恒Ilong缶百nlimit

This sys加盟all開 S由Ider由袖oha明 ajob官。血ersp回al四国der説田sto国立ipl出血eir命g田 W出n皿 agr百点事m伽E

(m回mnmof4y聞）岡田dthes回由d回mlin首t田d副11pay the田町量沼田也0田stud醐袖0即時1由世世d専問inthe 

s国叫置d311'.Hll皿of町田

Inpr担均，1e,世田昌材担咽且柏田e也包耶回n凶ive恒明，）y伽並単位白血也ey園田11afler con血】血gw池也eirpr四戸説明

副司pervt以JrS.
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7. Superv語。悶

V回目旭町Li島Sci四国

Name POSI岨on FieldofRes届irch Con脂n也

Mako回Igara曲i Pro島蝿or 町制時S白拙ol P世田iti阻 of戸。師団組parasi回

To曲組幽H Profes悶 N問。pha皿 acology
Mol回加加isof physiolo原田l田dpathological 

回掴jf函祖国出血血EC四国lnervo田町3旬m

Cell叫町田gula:胎rym田ha:ni阻 S皿d紺田ture-白nction

Toru凶 il<a明 Professor Cell Phy恥logy 田la品om也ipsof ion cha皿els血dtrnnspro億四血volved

担句i也elialtransp町t

E五回shllnok回国 Profess町
LmgeAnimal Diagnosis血dt四国臣rtof large皿凶alin出rnal

h岡田lMedicine 血叫岡田

扇町koOgawa Profess町
Veterina:ry 

S血dyon血irnal吋raldis国指S
Eが皿凶ology

町宮V曲liveMedicme Develo伊醍醐 ofnovel va出血目 a:nd 也町布e血c

Shinichiro Kawazu Pro：晶画or 量irPro柏田血 句柳田油田 b曲edon 白nc・包佃ala:oalysis of也e

Disea邸詔 pro曲四血g担回国岨dpro脂皿S

Mo lee叫町田d 中祖国田logical res田rch 岨

Keiko k側面no旬 Pro島由or
Imm岨ologyof infectio国 di盟副因。f回Z四回ala:nd aq岨tic

Infectio田 Di醐 se 皿出血

2) All町gy皿dImnrunology 

E五回oKurazono Profess町 Protein Toxi＇四logy τbe role of pro制n加盟血血b前回担Iinfec世皿

S胞d問団組alysisof host defense盟国国語ty血d

XUANXuenan Pro島ssor H田！Defense developm田t of 田ω血b泊a:nt vaccm.es a伊国t

戸。胞団組P世田1恒in島ctio田

Y回hi戸suKoha戸shi Profess四 Diagnostic Pathology Pa:血o~田esisa:nd diagn国田of田泊d他国間

Mo阻hS皿aki Pro島ssor Vet町並a:ryA皿恒my F国凶阻almoiphology也V町阻回出

AnalySJs of ge出品皿ctionin vivo hy回nsg由民

四roshlSuzuki Pro島由町 Functi凹 alG田omi田 加chnology 阻d 台velo炉問rt of repr吋u曲四

hio-t田hnology

Y副uoN:町nbo Pro島幽or Eq旧国Reprod回世間
問時arch世田伽也出og＇曲。fogy,reprod回世田biology,

Z甲凶皿世田回docrinology皿horses

Yosb泊x国Nishikawa 目。島ssor Infi目白onlm皿皿ity
S旬dyon叩田t由民ha:ni阻 of戸血og四.Cpro加問且

dis曲血S

Pa也obiological
The pa也ologyof ne師団四回.tlardis叫間岨d也e

Hidefumi F町田ika 目。島ssor pa也ologyof血島ctio田 d届出国（e.g.，祖国al戸on
Sc＞目白

他国血s,Lawson白血批姐岨）

Diagnosis田d

Motozumi Matsw Pro島由or
τE悶戸utics伽 Pa也ophysiologyof ovarian血du脂血edis叫町包cow

Repro也ctive Z可X凶国首阻

Disea拙

Norio Y薗田g血i Pro島ssor Bovme M匝licme
Pathophysiology, D也gnosis，阻dTrea岡田Iof Bovine 

I五s曲血S

Diagno副s伽
Epid町niologi四Isurvey of pro旬四瑚n d田ase in 

N回akiYokoy田na Pro島園町
Pro柏田血I五s田島S

dom町民阻irnals置>ddevelop血町並 ofi包 C四国l

s田恒U

A田町田a脂 Glohalln批世田
S回dyon the mo！田叫E meclu阻ismof infec世田血d

Ker血roKa阻
戸。島田町 Control 

戸叩a畠ati岨 ofp四 si出血des阻bhshmentof novel 

a凶伊0旬四alstr拙：gy

A凶aKubota 
A園田口a脂 Envrronm田凶 Stody on biologi四1effec白血dmode of都世田 of

戸。島田町 To目印fogy anthr可田g盟icch回国国h
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Name P田ition FieldofRe田町むh Con脂血阻

A盟国国脂
S四富田y,Oncology, S佃dyofm血量四且ymvasiveS四E田y,

Mizuki Ton世田d
profess世

Mo！田ularBiology, S相dyof加血or園田国剖材置岨g担血白血nemelanoma, 

Immunology S相dyofg，聞出cfac旬di町 C血血em剖t田Htwn世

Mo！田叫町血目立1血ismsof bac回ialinf民国国 andi臼

Toyoko団m A盟国国脂 F副hog<盟ic p副hog<盟icily.

profess田 Bae刷。ilogy D町elopm阻tof dia伊OS担皿dd副部tionme也odsof 

bac国語linfections. 

Shinya F嘘u四回
A盟国国脂

Vee旬，rBiology
Infection血目：hanismof pa血ogi坦S 旬也av田旬r

profess田 inv＇町匂伽富島

A盟国国脂 M屯cA国皿al D泊伊osis血d出a国血tof in島ctio国 di田as田 ofhuge 
Ko町oM曲umoto

pro：島田町 h億四alMedicine 血imals

Y oshikage Murai 
Ass町田a恒

Neurophar四郎ology
S加dy岨也S田n回lner羽田 S戸田n伽 C田町olling

pro：島田町 血S国ctivebehavi四百

E血 Y田n田aki
Ass町田陣

FoodHygi園間
Manag自国出血destぬ＇lishn班itof台出ctionme由叫s

戸。f田sor 島rfood-pois叩泊gb師団ia.

Seni町
S帥 sties in medicine and agricul!t周囲d i旬

Mi国皿oriKay阻O Assis胞団 Bios臨tistics

Pro島田or
appli国lions

Seni町

T母国hi加Toyo加皿e Assis胞団 Vet置担aryMycology M戸osis,M戸0旬垣間sis,Food皿戸ology

Pro島田or

A温ma!Production 

N世田 Positi岨 FieldofRe田arch Con住沼恒

Keigo Kuchida Profes田r Animal Breeding 
S刷 s世田Igenetics伽 b田f同制e加。don o句ective

血目盟国百n田恒

加lasafurr世T由 uka Prof泊四r
Reprod皿世田 S加di田 on ovar祖a physiology, OOC）届 m出血.tion,

Physiology f帥 liz.ati凹田d四旬。d師事1句m田tindo四 stic置曲曲

T政:ehiroNi由ida Profes回r Animal F由:ding N1血itionalphysiology an d島d肝aluationin rumin皿脂

Animal Tmrmme sys脂血伽 E伊h出g 伽出町y:a cross・凶k
AkioMi戸mo阻 Pro島田町

Rep11吋ucti岨 between甲町田畑誼旬。阻d皿a岡田Igem凶回ct

Acos包Ayala Assoc国脂
Animal R吋UC匝凹

Tmprovinge血ci田cy伽主y置idb田f同組eproducti皿
Ani皿dDis園田

T町田sJa・羽町 pro島田or
Control 

Herdb田I也田anage皿ent.

Assoc国担 Animal N由itionand 
S加dyon me個加，fie由加S 阻dreproducti明白血世田

ChihoKawa血出国
pro島田or Reprod田泊四

d田恒g也ep田ipartwnperiod. 

S加dyon nutritional姐 dme阻加，fieS回国ofda血血d露出

T出 uyaSeo
As阻E盟加 Animal Behaviour 

Studies on animal Ix出a羽田X町id阻量nalwe！血re
pro島田町 Anima!Wel盛田

Koichi Hagiya 
As虻時国恒

Animal B田eding
G曲eticimprov田n自主tof也iry曲凶eb剖edonq回出回世田

pro島田町 E田e世田

As虻時国.te
h事rov田盟国 of戸。伽ctivity 血d 釦凪副nab出町y of 

Mas岨kiE弘皿da
戸ufessor

Liv，国師ckProd皿姐岨 fiy，田恒ck戸田加出onb副eden田：g10血tl島ed田町田国Ssuch 

田h町bage皿d句評1四1旬四lb古田伽cts
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E四fogy町lliEnviro血盟国凶S田町四

N町田 Positi叩 FieldofRe盟国ch C岨同胞

T由 uoOshida Professor Mammalogy 
Ecological 田d phylogi悶graphi四l studies of wild 

田町盟国ls

NorikuniK田n血O
Ass田泊脂

Ins即tEcology Behavi町叫Ecology,Popul曲onEcology 
profe闘世

Y国ushiH踊副血oto
Associate 

Fungal Ecology 
Ecological曲川i田 ofpl血也皿d田SOCI脚 d白ngi血血tural

profe回目 岨dagri目d旬血l田O勾S胎ms.

Food Sci四国

Name Po回世.on FieldofR周回r'Ch Conk沼恒

TadasuUra血i皿a Professor 
Mill<Func匝onal Biological function of milk and milk prod田恒，主皿凶onof 

Science 也廿ylactic叫idb即脂血s出町

Takuji Ohwada Pro島ssor
Applied 

Syi曲10tic田Iati四坤k同開lp凶 t血d凶町田明血s血
Microbiology 

Y可i剖a Profes田r
Applied 

Microbial conver百四ofa炉開l回ョlproduc阻
Microbiology 

Mikio Kinosl首踊 Pro島田町
F凹 dF皿曲onal

Food biochemis町 offi皿ctionallipid出
Chemistry 

Michiyuki Kojima Profess町 Biochemis句
Struc旬脂血alys白血d臨凪岨血民主出血血 ofcon由加四I

whichaffec匝thebio・白nction

Kenichiro Shimada Pro島田or M田tSci四回 Applied s旬di田佃meat田i回目Im田tpr四国罰ng

MichihiroF嘘u血出国 Profess町
N噛 itio田l 百四醐田l担dapplied study on nutritional bi＇田h悶 istry

Biochemistry 個 dmol1間取rbiology

Hiroaki Y置nauchi Professor F凹 dTechnology 
Th回開祖国I置Ki司司plied曲頑固 onvalue.ooded utiliza垣間

個 dpr四国singofagri四加国I置Ki由主yproduc匝

Yo出hiko百 kuji
Associa脂 Mo lee叫E Evaluation and lil1pI町田n回tof白nctionalityゐods田Ki

pro島田町 Cy加耳目leti回 ロups

Tadasl世Nal姐血国芭
Associa脂

D血yScience 
Applied由.ll!i田 onu他団幅四回d伊国ess凹.gof也町

profess田 F町oduc胞

Kyu-hoH血
A盟国語脂

FoodSci1回開 Re醐 rchfurbi＇町田our四 onh園地ー白血：lion
profess田

Kenji Fukuda 
Ass田ia脂

FoodSci1回国
Studies on白nctionalitiesof milk pro制nsand lactic acid 

戸。fe田or bac回ia

Agri叫加四IE叩田園田

N町田 Position FieldofRe醐 rch Con住抽箇

KokiKyo Profes回r S恒垣sti田
S回由也calda岡田alysisI S臨tisti回I阻alysisof開gional

目。凹皿y/S抽 S世田lanalysis of a.gn叫回叫民団omy

四四ichiKono Professor 
A.gn叫加ral Econo凶国岨dEpidemiology, Develo戸n曲IEconomics, 

Ee四10mics Lives胎ckDevel句m田質問dPoverty Reduction 

Eiichi Shiga Profes回r
A.gn叫加盟1 S加di田岨也ebeha回目 oflarge-scale b国血国s-fimnin也e

Economics 間：gm皿la.gncul加担

A.gn叫加国I
Ee田盟国icanaly四 on也edevelopm血tof far盟 level

Y田ushiSembokuya Profes回r
Economics 

hygi田e managi盟国rt I Co宜P町油田 analys田佃也e

dis凶butionsystem of a1罫icultur叫produc包
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Engineering伽 Agri叫 lure

N町田 Positi岨 FieldofRe醐 rch

Bi句賀国国S
Kazu掴kaU血g回1 Pro島Ssor 

Engin聞恒g

Agn叫加国l
Tacla血ik抽出田旬 Profes回r

Machinery 

Agric叫加ral

Tacla加shi白血w Profes田r
Machinery 

Agn叫加ral

h宜mnatics

O回nmT：飢唱1 Profes回r
Soil田dW：剖町

白n町 vation

Irriga世田，Drainage

Toshhimi Mun田M Pro島S回r 血dR田叫

E噂n悶泊g

F回世M加Miya踊ke
Ass師団旬 B＞α間関urce

pro島田町 Engin問時

Plant Production Sci回国

N町田 Positi岨 FieldofR周回rch

Kiyo北iKa加 Pro島蝿or
Pia皿Mo！即叫ar

B民間d曙

Mas担oriKoike Profess町 旭町tPathology 

Masayuki T：血i Pro島S田r Soil Sci回目

R血gelandEcology 

Mas油危oHira凪 Profes回r C叫加担

An也ropology

Hideho Miura Profess町
Pia凶 G田副田置m
B問。ding

加las油iroAkimo加
Ass田ia脂

G叩 Science
戸。fe田or

Kaz田ni脂uα世由i
Associa脂

Plant Br百対ing
pro免田町

勾plication岨 d叫由加

E曲冨田Exmr血ati岨 O盛岡

ObihiroUJ皿咽福竜yofAgrict曲周回dVeter由aryM田昌白血

llN幽 2,Jn抽出，倒凶o,Hokkaido 08【）.8555,J：呼阻

Conk沼恒

Studi周回叫四needfer盟国刷凹 me由。ds加 convert

田町野田dd町elopmentof me血ods加凶li7.e四回g町田

。on司pounds伽 lives加ckfar凶ng

I) 町田mi回of住都世ondevi田 ofagricul出叫vehicle

2）民vel句m醐 of叩pli回.lion回：hnology fur帥 y

血血ureslurry 

S加dies on farr由 E S戸加盟国gin回 ingin large剖 ale

agri四品加毘

App lie組onof smart agri叫旬脂血dagri叫加温lrobot

!) Water田dw恒derosion in cold regi＇皿

2) Conservation ofw担dim田ksusingGIS

I) River wa岡県副ity皿dland国ein agri叩ltur温l皿d

fu田stwa岡由eds

2) Slopec佃servation岨d~問伊国.lion脂血ology

Th回開祖国l皿d臨chnologicalstudies on co時四血呂田d

b10mass 

Ca国蔵E包

Mo！田叫置b聞S置誠司司plieds旬di田onpla皿耐田ding

Biologi＇回Icon回l四時四加血叩血o~出c白ngi

Evaluation皿dimprovern阻ton soil伽凶tyin arable land 

I) Study on rangeland e四logy 阻d eu四国凹匝瑚1

回国erv甜.on血命y町田S

2) S知dyon帥由岡田租d田辺k叫旬田of戸S回国h阻包

金y世田S

hnprovem副 ofprod田恒岨岨dq田助皿 wh回t副

legu血血D田町＂＇＇

hnpro羽田岡ofculti'羽田nm拙odsof回四nonfood~叩S

個 dfodder=?•· 

G田etic副IDi田on午掴nti白色時国i脂血目。P耳障四国

Tel: (0)15549-5321 ~他国tline)(8：・30a.且 5:15p血，M叫 ay Fn血y)

E-mail: nyt油i@ob面切.acjp
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